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より地域とつながりやすい計画

自然・人・地域・歴史と「つながる」：
地域に愛されるまなびの森を中心とした全体計画

地域と「つながる」：
安全・安心な環境で集い交流する明快な施設構成

学内みんなが「つながる」：
交流と学びの場「メディアステップ」を中心とした学習環境づくり

・ 生きる力を養い、 多様性にとんだ人材の育成を目指す 「教育百年の森」 交野市の第一
中学校区に設置する初めて整備される施設一体型小中一貫校となります。

・ 交野市教育大綱や交野市学校教育ビジョンを踏まえて、 児童生徒の 「情 （こころ）」、
交野の豊かな自然や情を育む 「森」、 グローバルコミュニケーション能力を培う 「英知」、
真理を 「探究」 する姿勢の４つのテーマを基軸に、 施設一体型小中一貫校という新しい
学校で伝統を紡いでいけるような環境づくりをすすめる方針を定めています。

情 (こころ )の森、英知の庭、探求の学び舎
            ～グローバルコミュニケーションスクール～

・ メインコンセプトの方針で育っていく子どもたちを、 地域の人たちが見守り一緒に育てていくこ
とで、子どもたちの 「学び」 の創造性を高め、人が 「集い」、様々な 「つながり」 がうまれます。

・それらが地域の魅力や誇りとなっていくことを 「めざすべき学校像」 と定め、 「学び」、
「集い」、 「つながり」 という３つのサブコンセプトを定めています。

子どもたちの学びと創造力を豊かにし、
                   人が集い、 人や自然など様々なつながりがうまれる学校

１．質が高く、自然と「つながる」、
   安心・安全・快適な学びができる学校づくり

１） 質が高く、 機能的な学習環境を備えた学び舎

２） 自然 ・ 歴史 ・ 文化に親しみ、 郷土愛を育む学び舎

３） 情 （こころ） を育む安全 ・ 安心 ・ 快適な学び舎

３．学校と地域が「つながる」、
　　地域ぐるみで子どもたちの学びを支える学校づくり

１） 子どもたちと地域がつながる探究の場となる学び舎

２） 地域の人たちが見守り、 一緒に育てていく学び舎

２．学校と地域が安全・安心な環境の中で集い交流することで、
　　人が「つながる」魅力が高まる学校づくり

１） 子どもたちと地域の人たちが集い、 交流できる学び舎

２） だれもが安全 ・ 安心に集うことができるシンボルとなる学び舎

・「メインコンセプト」 と 「めざすべき学校像」、 そして 「３つのサブコンセプト」 を踏まえて、
魅力ある学校づくりの基本方針を以下のように設定しています。

・基本計画における「魅力ある学校づくりの基本方針」に基づき、基本設計では「つながる」を軸とした、３つの設計コンセプトを定めました。

・ 基本計画の検討方針であった 「サブグラウンドを広く確保できるように屋内運動場を北西部分に配置する」、 「地域

開放ゾーンとのセキュリティゾーンを明確にする」 等も考慮しつつ、 「まなびの森を学校全体で囲むように残す」

とともに、 学校敷地周辺部も植栽を再整備することで、 既存の樹木も最大限に活用し、 交野の自然と歴史を継

承しながら、 地域に愛される緑豊かな学習環境の創出を目指します。

・ 学校の中心部に、 メディアセンター （コンピュータ室 ・ 図書館 ・ 視聴覚室）、 多目的ホール

（サブアリーナ・ランチルーム・武道場）、特別教室、中庭などを立体的かつ開放的に構成します。

・ あらゆる場所にひろがり、 つながる、 多様な学び場となるように、 教室 ・ 多目的スペース ・

メディアモール・メディアステップ・屋外のまなびの森などを、 連続的、 段階的に配置します。

・ 特別教室まわりにはメディアスペースを設置したり、 学年ラウンジ内には学習エリアや学年学

習スペース、 教師スペースを設置するなど、 「どこでも」、 「いつでも」、 「自由に」 学べ、

知的好奇心と学習意欲を触発するような学習環境づくりに配慮します。

・ 現役の教職員や令和７年の開校時に最高学年となる交野小学校と長宝寺小学校の４年生へ

のヒアリング、 また第一中学校区の全児童生徒を対象に実施した 「新しい学校をつくるため

のアンケート」 の回答などの意見やアイデア、地域協議会や説明会などの意見交換を踏まえ、

明るい廊下、 綺麗なトイレ、 オープンで児童生徒が利用しやすい図書館などを計画します。

・ 「地域ラウンジ」 や 「地域モール」 は、 セキュリティに

十分に配慮しながら、 安全 ・ 安心な環境で地域とつな

がるわかりやすいゾーニング計画とします。

・地域に開放する範囲 （地域ゾーン） は、オープンスペー

ス （地域ラウンジ ・ 放課後児童会スペース） を 「まな

びの森」 や 「地域モール」 に隣接させることで、 イベン

トや普段の活動を地域に開き、 より学校と地域がつな

がりやすい計画とします。

地域の動線

放課後児童会の動線
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施設名称

所在地

敷地面積

用途地域

容積率／建蔽率

高度地区

日影規制

： （仮称） 交野市立交野みらい学園 施設一体型小中一貫校

： 交野市私部 1 丁目 2487-3 ・ 2487-5 ・ 2487-6 ・ 2486-3 ・ 2565-3

： 22,265.55 ㎡

： 第一種中高層住居専用地域、 防火地域なし

： 200％／ 60％

： 第二種種高度地区

： 4H ／ 2.5H （交野市開発指導要綱により、 4m.10m で制限）

施設用途

階数

構造

建築面積

延床面積

最高高さ

グラウンド面積

耐火種別

駐車台数

駐輪台数

■ 施設概要

■ 敷地概要

■ 敷地写真

■ 案内図

： 小中一貫校 （義務教育学校）

： 地上 4 階

： 鉄筋コンクリート造 ・ 一部鉄骨造

： 校舎棟

： 校舎棟

１階 4238.96 ㎡  　　１階 1735.37 ㎡

２階 3982.38 ㎡  　　２階 

３階 3129.01 ㎡

４階 2454.27 ㎡

： 校舎棟 18.0ｍ　屋内運動場棟 12.4ｍ

： メイングラウンド 9,371 ㎡　サブグラウンド 2,695 ㎡

： プレイコート 

： 耐火建築物

： 12 台

： 50 台

330.97 ㎡

屋内運動場棟 1,735.37

屋内運動場棟 2,066.34

4,238.96 ㎡

13,804.62 ㎡

271 ㎡ 計 12,337 ㎡

交野市 HP 交野市都市計画総括図より
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現況測量図

 ： 枠内数字は現況高さを示す
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■外観方針

敷地周辺部は、 交野市駅から程近い閑静な住宅街であるとともに田畑や公園が残り、 東には交野山をはじめとする生駒山系の山並みを眺望することが

できる、 四季折々の表情豊かな自然に囲まれた地域です。 敷地には、 現在の正門前の 「交小の森」 や敷地南側河川の傾斜地にある 「百年の森」 の

木々は学校創立周年事業により植樹され、 数十年が経過しており、 敷地ならではの個性であると同時に、 表情豊かな自然に囲まれた敷地周辺部と調

和しています。 その歴史を継承し、 子どもたちと地域が一緒になって 「集い」、 自然との調和の中で 「つながり」、 新しい魅力を創造する 「学び」 を実

現する学び舎の実現をめざします。

また、 建物全体は、 緑に調和するような深い陰影や落ち着いた色調で構成します。 建物の階層が上がるごとにセットバックするテラスの一部にも緑化を

設ける事で、 敷地外構と合わせて交野山などの生駒山系の山並みに馴染む交野らしい景観を構成する計画とし、 地域と共生する校舎を創出します。
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児童生徒の通学利便性や災害時の避難に配慮し、 正門は東側と西側の

２か所設けます。 東側正門及び西側正門から児童生徒が安全にわかりや

すく校舎にアクセスできる動線として （仮称） 「交野みらいストリート」 を整

備します。

（仮称） 「交野みらいストリート」 を挟んで南側にメイングラウンド、 北側に

配置する校舎の東側に屋内運動場、 サブグラウンド、 屋内運動場の南側

にプレイコートを計画します。 メイングラウンド、 サブグラウンド、 プレイコー

トは身体の大きさや体力に応じて使い分けるとともに、 体育や様々な教育

活動における異学年交流などの使い方も可能とする形状とします。 また、

プレイコートには大きな庇をかけることで、 野外での活動の幅を拡げます。

メンテナンス車両や給食配送車は駐車場門からの出入りを計画します。

給食配送車両は配膳室北側の駐車場に停車し、 配膳室北側に設けたプ

ラットホームから給食用コンテナなどを直接搬出入できる計画とします。 緊

急車両は東門から西門まで （仮称） 「交野みらいストリート」 を通り抜ける

ことができるようにし、 北側駐車場からサブグラウンドに進入が可能な動線

も確保します。

敷地北西側には地域と学校の連携 ・ 協働のためのスペースを配置し、 道

路側には中木の並木と日常的に立ち寄りやすいデッキや花壇等を設置した

地域モールを配置し、 これから形成されていくコミュニティスクールにつな

がる緑豊かな空間をつくります。

「まなびの森」 や 「中庭」 などの半屋外 ・ 屋外スペースには、 豊かな緑

の景観をつくり、 通風や採光を導くことで、 快適な学習環境を実現します。

■（仮称） 交野みらいストリートを骨格とする明快なゾーニング

地域利用者動線

児童生徒動線

緊急車両動線

車両動線

管理車両出入口管理車両出入口

（仮称） 交野みらいストリート（仮称） 交野みらいストリート

駐車場門駐車場門

サブグラウンド門サブグラウンド門
通路門通路門

東門
( 正門 )
東門
( 正門 )

西門
( 正門 )
西門
( 正門 )

グラウンドへの見守りグラウンドへの見守り

北門 ( 通用門 )北門 ( 通用門 )

見通しの良い南北動線と

採光 ・ 外気確保を可能にする廊下

見通しの良い南北動線と

採光 ・ 外気確保を可能にする廊下

地域と学校の連携 ・ 協働のためのスペース地域と学校の連携 ・ 協働のためのスペース

地域モール地域モール

サブグラウンドサブグラウンド

メイングラウンドメイングラウンド

プレイコートプレイコート

中庭中庭

西通用門西通用門

まなびの森まなびの森

グラウンドへの見守りグラウンドへの見守り
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メディアモールでつながる
平面ゾーニング

メディアステップ各階の構成イメージ

校舎全体の多様な学びの場イメージ

１）校舎全体のゾーニング

教室・ メディアセンター・ メディアモール・ 屋外のまなびの森など、 校舎全体に学

びを刺激するような教材・ 教具や環境が展開された空間構成とし、 交野市小中一

貫教育指針を踏まえ、 多様な学びの場を連続的、 段階的に配置し、 「どこでも」

「いつでも」 「自由に」 学べ、 知的好奇心と学習意欲を触発する計画とします。

２） メディアセンターを中心とした平面配置

メディアセンターを中心にメディアモールを配置します。メディアモー

ルは児童生徒の動線であるとともに、 学習 ・ 特別活動 ・ 生活 ・

交流などの多機能な場とします。 特別教室の前には情報発信と教

材 ・ 作品の掲示を行う教科メディアを設置します。

普通教室は学年ラウンジ、 メディアモールと段階的につながる計

画とします。 普通教室から拡がる学年ラウンジは多様な集団編成、

学習形態、 教科学習を行うことが可能な設えとします。 この各階

の多機能な活動の場を学校の中心部に配置し、 中庭、 テラス、

階段、 吹抜を介して学校全体をつなげる立体的に積層した構成

全体をメディアステップとして学び舎の中心に位置づけます。

３） 児童生徒の活動の場を拡げる屋外空間

各教室には出入りが可能なバルコニーを設けることで採光と通風を確保するとともに屋

外活動の場とします。 中庭とまなびの森に面してテラスを設けることで、 メディアモー

ルやメディアセンターと一体的に利用できる屋外空間とします。

さらに、 バルコニーによって火災時に上階への延焼を防ぐことや、 緊急時に児童生徒

が避難しやすくなること、 消防隊の活動に寄与することなどが可能な設えとします。

■メディアステップを中心とした探求の学び舎

２階と３階の２層にわたってコンピュータ教室 ・ 図書室 ・ 視

聴覚室の機能を兼ねたメディアセンターを配置するとともに、

４階には自主学習のできるメディアスペースを配置し、 成長

段階 ・ 学年に応じた設備とします。

また、 ４-３-２の学年段階の区切りに配慮し、 小学１～４年

生、 小学５ ・ ６年生と中学１年生、 中学２ ・ ３年生を同一

フロアとなるよう計画します。

■成長段階に応じたフロア構成

小学１ ・ ２ ・ ３ ・ ４年生小学１ ・ ２ ・ ３ ・ ４年生

中学２ ・ ３年生中学２ ・ ３年生

小学５ ・ ６、 中学１年生小学５ ・ ６、 中学１年生

段階的に拡がる学年スペース

メディアステップ各階の断面構成イメージ

２階２階

３階３階

４階４階
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■交野の緑 ・ 既存の緑に調和する落ち着いた色調の外観

校舎は一様な表情とせず、 庇やリブ等により、 樹木の緑や葉が落とす影との調和を考慮し

た陰影のある外観とします。 存在感の強い躯体で環境を威圧してしまわないように、 大き

な壁面となる部分は分割し、 表情のある仕上とすることで周辺に配慮した外観とします。

また高さや階を変えることで、 低層部からのボリュームと視線の連続性を意識し、 建物を分

割することにより、 周辺への圧迫感の軽減に配慮しています。 色調は既存の樹木を残すま

なびの森や周辺の緑と調和するように、 全体としてはシンプルな落ち着いた色調とします。
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キープランキープラン

■地域特性に配慮した断面計画

敷地周辺には低層の住宅も多いことから、 各階の階高を最小限に抑え、 近隣からセットバックしながらステップして

いく外観とすることで、 近隣に対しての圧迫感の軽減に配慮するとともに、 「まなびの森」 や 「中庭」 に面した校舎

棟を上層階に向かってステップしながら空間を開くことで、 より開放的な学習空間を構成します。

■水害に配慮した断面計画

１階の床高は水害による浸水への対策を考慮し、 南側のエリアや電気室、 屋内運動場 （メインアリーナ） を中心

にかさ上げを行います。
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公共施設であること、 児童生徒の利用施設であることから、 耐久性、 防汚性、 防滑性、 健康に影響を及び化学物質の発散が少ないことなどに配慮した材料を選定します。

学校建物は、 建築基準法上、 避難経路が明確であることや管理が行き届いている等の理由から内装制限 （不燃化等） が一部の条件を除き （火気使用室、 避難経路は内装制限を受ける。） 求められていません。

法的規制を満足しながらも内装不燃を行わない部分は、 木質化を中心に図り、 温かみ ・ 落ち着きのある児童生徒の学びの場を目指します。

17（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－５.　仕上計画



18（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－５.　仕上計画



19（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－５.　仕上計画



20（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－５.　仕上計画



21（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－５.　仕上計画



普通教室１普通教室１ 普通教室２普通教室２ 普通教室３普通教室３ 普通教室４普通教室４ 多目的教室２多目的教室２

バルコニーバルコニー

学年ラウンジ　イメージ学年ラウンジ　イメージグラウンド側バルコニー出入口　イメージグラウンド側バルコニー出入口　イメージ

トイレの壁を
利用して
掲示や展示
も可能

トイレの壁を
利用して
掲示や展示
も可能

書架・ベンチ書架・ベンチ

デ ン
・

ロ フ ト
デ ン

・
ロ フ ト

児童と教師、
教師同士の
コミュニケーションの場

児童と教師、
教師同士の
コミュニケーションの場

教材の収納、テストの採点作業や
教師と児童が対話するために使用
教材の収納、テストの採点作業や
教師と児童が対話するために使用

学年学習スペース
少人数学習が行える
スペースを各学年に配置

学年学習スペース
少人数学習が行える
スペースを各学年に配置

学級ごとの
掲示壁
学級ごとの
掲示壁

各学年ごとに多目的教室を
設け少人数学習にも対応
各学年ごとに多目的教室を
設け少人数学習にも対応

学年ラウンジ学年ラウンジ

■低学年普通教室まわり

行動範囲が狭く、 教室まわりで多くの活動を行うので、 普通教室まわりに児童の居場所となる空間

や作業場所を設けます。

・ 他学年との体格差に配慮して昇降口をそれぞれの教室ごとに設けます。

・ 教室内に流し台を設けることで、 教師による手洗い指導を行いやすくします。

・ 学年ラウンジ側の普通教室の間仕切り壁を全面開放することで教室から広がって使用できる計画　

　とします。

・ 様々な教育活動ができるよう、 家具は少なめに、 机やいすとして使えるスツール等を設ける計画

　とします。 また、 小さく囲われた静かな居場所となるデン ・ ロフトを設けます。

・ メディアセンターとつながる動線上のメディアモールには、 図書とふれあうことのできる場所を計画、

　学びの連続する空間を設えます。

学年ラウンジ学年ラウンジ

メディアモールメディアモール

テラステラス

バルコニーバルコニー

7500mm7500mm

4750mm4750mm 2750mm2750mm

1
0
6
0
0
m

m
1
0
6
0
0
m

m

2
0
0
0
m

m
2
0
0
0
m

m
8
6
0
0
m

m
8
6
0
0
m

m
普通教室　69 ㎡程度普通教室　69 ㎡程度

22（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－６.　普通教室（小学１・２年生）と学年ラウンジ



普通教室１普通教室１ 普通教室２普通教室２ 普通教室３普通教室３ 普通教室４普通教室４ 多目的教室５多目的教室５

学年ラウンジ学年ラウンジ

メディアモールメディアモール

書架・ベンチ書架・ベンチ

児童生徒と教師、
教師同士の
コミュニケーションの場

児童生徒と教師、
教師同士の
コミュニケーションの場

図書・展示
スペース
図書・展示
スペース

グループ学習グループ学習

グループ学習グループ学習

手洗い手洗い

バルコニーバルコニー

学年ラウンジ　イメージ学年ラウンジ　イメージ

■低 ・ 中学年普通教室まわり

行動範囲が徐々に広くなり、 創作活動に加え、 調べ学習、 グループ学習などが増える低中学

年の普通教室まわりには幅広い学習活動が展開でき、 ひろがり、 つながる学習空間を学年ラウ

ンジに計画します。

・ 学年ラウンジには調べ学習を行うことのできる書架、 グループ学習で利用する移動式ホワイト　

　ボードや作業のしやすい大きめの机、 いすを設置します。

・ 中学年に進むにつれて増えていく専科科目についても人文系 ・ 理数系といった専科のスペース

　を設置し、 教科に対する好奇心を刺激する空間を計画します。

・ 学年ラウンジには図書や授業成果物の展示ができる場所をつくります。

学年ラウンジ学年ラウンジ

バルコニーバルコニー

7500mm7500mm

9
2
0
0
m

m
9
2
0
0
m

m

トイレの壁を
利用して
掲示や展示
も可能

トイレの壁を
利用して
掲示や展示
も可能

教材の収納、テストの採点作業や
教師と児童が対話するために使用
教材の収納、テストの採点作業や
教師と児童が対話するために使用

学年学習スペース
少人数学習が行える
スペースを各学年に配置

学年学習スペース
少人数学習が行える
スペースを各学年に配置

学級ごとの
掲示壁
学級ごとの
掲示壁

各学年ごとに多目的教室を
設け少人数学習にも対応
各学年ごとに多目的教室を
設け少人数学習にも対応

テラステラス

普通教室　69 ㎡程度普通教室　69 ㎡程度

23（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－７.　普通教室（小学３年生ー中学１年生）と学年ラウンジ



教科ゾーン
・教科の図書や
教材を展示・掲示

教科ゾーン
・教科の図書や
教材を展示・掲示自習スペース自習スペース

図書図書

少人数学習や発表の場
調べ学習の場など
幅広い利用が可能

少人数学習や発表の場
調べ学習の場など
幅広い利用が可能

学習エリア学習エリア

学習エリア学習エリア
学習エリア学習エリア

手洗い手洗い

バルコニーバルコニー

学年ラウンジ　イメージ学年ラウンジ　イメージ

■高学年普通教室まわり

各教科により特化した学習を意識し、 メディアモールにサイエンスゾーン等のような教科のゾーン

を設けた教室まわりとし、 多目的教室を利用することで、 授業方式についても弾力的に運用でき

る計画とします。 また、 学年ラウンジのエリア分けを行うことによって生徒がそれぞれ学習への取

り組み方を選べる空間づくりを行います。

・ 学年ラウンジにも調べ学習が行える書架、 グループ学習で利用する移動式ホワイトボードや大

　きめの机、 いす等に加えて学習成果等を発表のすることのできるスペースを計画します。

・ メディアモールには図書や展示コーナーに加えて自習スペースやパソコン学習が行える環境とし

　ます。

・ それぞれの教科に特化したゾーンには関連する書籍や教材の閲覧 ・ 展示スペースを設ける計

　画とします。

学年ラウンジ学年ラウンジ

7500mm7500mm

9
2
0
0
m

m
9
2
0
0
m

m

生徒と教師、教師同士の
コミュニケーションの場
生徒と教師、教師同士の
コミュニケーションの場

トイレの壁を
利用して
掲示や展示
も可能

トイレの壁を
利用して
掲示や展示
も可能

教材の収納、テストの採点作業や
教師と児童が対話するために使用
教材の収納、テストの採点作業や
教師と児童が対話するために使用

学年学習スペース
少人数学習が行える
スペースを各学年に配置

学年学習スペース
少人数学習が行える
スペースを各学年に配置

学級ごとの
掲示壁
学級ごとの
掲示壁

各学年ごとに多目的教室を
設け少人数学習にも対応
各学年ごとに多目的教室を
設け少人数学習にも対応

普通教室　69 ㎡程度普通教室　69 ㎡程度

普通教室１普通教室１ 普通教室２普通教室２ 普通教室３普通教室３ 普通教室４普通教室４ 多目的教室５多目的教室５

学年ラウンジ学年ラウンジ

メディアモールメディアモール

バルコニーバルコニー

テラステラス

24（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－８.　普通教室（中学２・３年生）と学年ラウンジ



PS PS

支援教室６通級教室

支援教室 1

■各階支援教室の設置位置

２階 ４階１階 ３階

■通級教室

自分の教室に行きにくいと感じている児童生徒が、 他の児童生徒の視線を気にすることなく通学することが可能な配置に計画し

ます。

・ 可動間仕切を設け、 ２つに区切って２教室としても使えるようにし、 通級教室に通う児童生徒数の増減や、 その学年段階に

　合わせた柔軟な対応が可能となる計画とします。

・ 校舎西側に出入口を設け、 昇降口を通らずに出入りができる児童生徒の心的負担の軽減に配慮した計画とします。

■支援教室

インクルーシブ教育の考えを踏まえ各階の普通教室の中心に配置し、 ともに学び、 ともに育つことに重点を置いた計画とします。

・ 各支援教室には可動間仕切りを設け、 ２つに区切って２教室としても使えるようにし、 支援児童生徒数の増減への対応や、

　その児童生徒の支援の状態に合わせた柔軟な対応も可能となる計画とします。

・１階の支援教室は肢体不自由学級を想定し、 シャワー室や多目的トイレを設置するとともに、 保健室に隣接させます。 また （仮

　称） 交野みらいストリート側に出入口を設け、 直接出入りできる、 ユニバーサルデザイン計画とします。

・ 校舎南側の２階から４階の支援教室にはシャワー室や多目的トイレの増設対応が可能となるよう配管スペースを見込んだ計画と

　します。

学年ラウンジ学年ラウンジ

バルコニーバルコニー

多目的
トイレ
多目的
トイレ

シャワー室シャワー室

25（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－９.　支援教室・通級教室



テラステラス

まなびの森と中庭の見通しまなびの森と中庭の見通し

メディアモールのつながりメディアモールのつながり

２階平面プラン２階平面プラン

本を展示する本を展示する

トイレの壁を利用して
掲示や展示をおこなう
トイレの壁を利用して
掲示や展示をおこなう

楽しい学習空間を
低学年等が親しみ
やすい場としてつくる

楽しい学習空間を
低学年等が親しみ
やすい場としてつくる

主体的、対話的、深い学び
（アクティブラーニング）による
調べ学習や発表など様々な学習形態に
対応できるよう可動式の机

主体的、対話的、深い学び
（アクティブラーニング）による
調べ学習や発表など様々な学習形態に
対応できるよう可動式の机

２階メディア　イメージ２階メディア　イメージ

まなびの森、中庭へ連続するメディアステップ　イメージまなびの森、中庭へ連続するメディアステップ　イメージ

２階メディア
センター

２階メディア
センター

メディア
モール

メディア
モール

■２階メディアセンター

・ 校舎の中心に位置するメディアセンターは児童生徒が日常的に立ち寄れる学びの場として整備します。

・ メディアモールからつながるように書架を配置し、 まなびの森とテラス、 中庭、 中庭を挟んで特別教室ゾーンへの視線の抜け

　をつくることで、 学びの連続する空間として計画します。

・ 書架の高さは 1200mm 程度とすることで、 児童生徒にとって利用しやすく、 大人の目線で見通しが利くようにします。

・ 壁面や本棚の上部には本の紹介や掲示を行い、 児童生徒が興味を持つきっかけをつくります。

・ 主に低学年の活動を想定して、 ドーナツ型の書架や丸形イス、 ベンチなど様々な場所や姿勢でメディアに親しめる場を設ける

　計画とします。

・ ２クラスが同時に授業を行えるように、 ２クラス分の机といすを配置します。

26（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－１０.　２階メディアセンター



閉架書庫閉架書庫

３階平面図３階平面図

まなびの森と中庭の見通しまなびの森と中庭の見通し

本を展示する本を展示する

テラスへの出入りテラスへの出入り

主体的、対話的、深い学び
（アクティブラーニング）による
調べ学習や発表など様々な学習形態に
対応できるよう可動式の机

主体的、対話的、深い学び
（アクティブラーニング）による
調べ学習や発表など様々な学習形態に
対応できるよう可動式の机

上部収納式のスクリーン、
プロジェクターを設置
上部収納式のスクリーン、
プロジェクターを設置

窓に面した学習カウンター　イメージ窓に面した学習カウンター　イメージ 視聴覚スペース　イメージ視聴覚スペース　イメージ

３階メディア　イメージ３階メディア　イメージ

３階メディア
センター

３階メディア
センター

メディア
モール
メディア
モール

テラステラス

参考 ： メディアセンター蔵書数

①両面書架　　H=1200 （672 冊収納） ×21 14112 冊

②片面書架    H=800　（168 冊収納）　×8　   1344 冊

③壁面高書架　H=1800 （504 冊収納） ×3　  1512 冊

2F メディア蔵書数 16968 冊

①両面書架　　H=1200 （672 冊収納）　×15  10080 冊

②片面書架　　H=800　（168 冊収納）　×4　      672 冊

3F メディア蔵書数 10752 冊

2.3F 蔵書数　27720 冊 （必要蔵書数 27408 冊）

■３階メディアセンター

・ 校舎の中心に位置するメディアセンターは児童生徒が日常的に立ち寄れる学びの場として整備します。

・ メディアモールからつながるように書棚を配置し、 まなびの森とテラス、 中庭、 中庭を挟んで特別教室ゾーンへ

　の視線の抜けをつくることで、 学びの連続する空間として計画します。

・ 書架の高さは 1200mm 程度とすることで見通しが利くようにします。 書架の高さを抑えることで、 児童生徒にとっ

　て利用しやすく、 広がりある学びの場を計画します。

・ 壁面や本棚の上部には本の紹介や掲示を行い、 児童生徒が興味を持つきっかけをつくります。

・ 主に中高学年の活動を想定して、 自習スペースやグループ学習スペース、 書架のエリア分けを行います。

・ 視聴覚スペースには上部収納式のスクリーンとプロジェクターを設置、 パソコンとタブレットを使った授業が可能な

　設備とします。

27（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－１０.　３階メディアセンター



■まなびの森

１） 学びの場とする仕掛け

・ 児童生徒が校舎内外につながり、 広がって教育活動ができる、 回遊性のある計

　画とします。

・ 中心部分は平坦な緑化ブロックとすることで、 様々な教育活動や地域交流などの

　活動が可能となる計画とします。

・ 児童生徒が普段から水生昆虫やメダカなどの小魚の生育環境を観察することがで

　きるビオトープを設けます。

・四季を感じる樹木 （紅葉する、 実がなる、 香りがする等） を植栽し、 まなびのきっ

　かけとします。

・ 屋外水栓を設けるとともに雨水の再利用も可能とし、 環境にも配慮した、 菜園活

　動を行えるようにします。 また菜園は道路に近い位置とすることで、 通りかかった

　地域や保護者の方々が児童生徒の活動を眺めることも可能となる計画とします。

・ 災害時にかまどとして利用できる防災ベンチを設置し、 防災機能を向上する設え

　とします。

２） 良好な緑化環境

・ 道路に面した樹木は低木とし、 まなびの森の様子が道路からも眺めることができる

　計画とします。

・ 飛び石状の舗装を配置することで樹木の根への踏み固めを抑え、 樹木が育成す

　る環境を整えます。

 　 ・ 西側から管理車両が進入可能な出入口を設け、 動線を確保し、 まなびの森の維

　　　持管理がしやすいようにします。

■音楽室１

・ まなびの森に面したテラスから出入りができ、 まなびの森と一体的な教育空間とし

　て活用できる計画とします。

・ １人１席の座席、 ICT 対応移動式白板を設置し、 楽器の演奏や合唱など、 授業

　の形態に合わせて柔軟に対応できる計画とします。

・ 天井、 壁は吸音性能を持った仕上げとし、 音響設備を設置するなど、 音響効　

　果の高い教育環境となる計画とします。

・ 近隣および校舎内に対して出る音に配慮し、 ガラス ・ 扉は防音、 遮音性に配慮

　します。

・ 休日や行事の際に、 地域利用が可能な計画とします。

・ 多目的ホールやまなびの森テラスにピアノを移動できるように動線を確保します。

■音楽準備室１

・ 授業や部活動で使用する吹奏楽器などを収納することが可能なつくりとします。

まなびの森とつながる音楽室　イメージ テラス　イメージ 菜園　イメージ

まなびの森テラスでの

屋外授業も可能

まなびの森テラスでの

屋外授業も可能

平坦なスペースとして整備

様々な活動を行うことができる

平坦なスペースとして整備

様々な活動を行うことができる

４F テラスまで外部階段で

行くことが可能

４F テラスまで外部階段で

行くことが可能

ICT 対応
移動式白板
ICT 対応
移動式白板

スロープスロープ

緑化ブロック緑化ブロック

防災ベンチ
（かまどベンチ）
防災ベンチ
（かまどベンチ）

屋外水栓屋外水栓

ソメイヨシノソメイヨシノ

ウバメガシウバメガシ

イロハモミジイロハモミジ

クチナシクチナシ

クチナシクチナシ

クスノキクスノキ

カワズザクラカワズザクラ

オオムラサキ
ツツジ

オオムラサキ
ツツジ

マテバシイマテバシイ

イヌツゲイヌツゲ

イヌツゲイヌツゲ

カンザクラカンザクラ

ジンチョウゲジンチョウゲ

ジンチョウゲジンチョウゲ

管理車両
搬入動線
管理車両
搬入動線

放課後児童会
スペース
放課後児童会
スペース

多目的ホール
（サブアリーナ）
多目的ホール
（サブアリーナ）

放課後
児童会室

多目的ホールに
ピアノを運べるように
動線を確保

多目的ホールに
ピアノを運べるように
動線を確保

ビオトープ ：
水生昆虫やメダカ等の

小魚の生育環境として整備

ビオトープ ：
水生昆虫やメダカ等の

小魚の生育環境として整備

柵柵

管理車両出入口
西通用門
管理車両出入口
西通用門

キープランキープラン

音楽準備室

音楽室１

テラス

テラスまなびの森

28（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－１１.　１階　まなびの森・音楽室１



■多目的ホール （サブアリーナ ・ ランチルーム ・ 武道場）

・ まなびの森に面したテラスから出入りができ、 まなびの森と一体的な教育空間として活用でき

　る計画とします。

・ ダンスの授業や武道での使用を考慮して収納式壁面鏡を、 ランチルームなどの使用を考慮

　して手洗いを設置します。

・ マット運動やダンスの授業などでサブアリーナとして使用できるよう、 天井高を確保した計画と

　します。

・ 給食や家庭科室で調理した料理を食べることができる、 ランチルームとしても使用できる

計画とします。

・ 武道場としても使用できる計画とします。

・ 視聴覚スペースとしても利用できるよう、音響設備や上部収納式スクリーンといった投影設備

を計画します。

・ 中央部に可動間仕切りを設置し、 ２室に分割して利用可能な計画とします。

・ 異学年交流などの様々な教育活動や地域交流などの活動が可能となる計画とします。

・ まなびの森から多目的ホール、 階段下スペース、 そして中庭を挟んで校舎東側の特別教　

　室まで視線が通ることで、 つながり広がって教育活動ができる計画とします。

■多目的準備室

・１学年分の机と椅子、 武道場の器具や備品がすべて収納することが可能となる大きさとします。 可動間仕切り可動間仕切り

手洗い手洗い 手洗い手洗い

談話
スペース

収納収納

多目的ホールと

まなびの森で行き来が可能

多目的ホールと

まなびの森で行き来が可能

１学年分の机と椅子

武道場の器具や備品を収納

１学年分の机と椅子

武道場の器具や備品を収納

・ サブアリーナとしてマット運動などでも使用が可能

・ 武道場として利用ができるスペースを確保

・ 上部収納式スクリーンとスピーカーアンプを

　設置することにより、 視聴覚スペースとして利用が可能

家庭科室で調理した料理を

食べることができる

ランチルームとしても使用

家庭科室で調理した料理を

食べることができる

ランチルームとしても使用

まなびの森

テラス

音楽室１

多目的ホール
（サブアリーナ）

エントランスホールエントランスホール

上部収納式スクリーン上部収納式スクリーン

中庭

多目的ホール内部　イメージ

まなびの森から見た

多目的ホール　イメージ

スロープスロープ

キープランキープラン

スロープ
FL-600～±0
スロープ
FL-600～±0

多目的
準備室

調理室

（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－１２.　１階　多目的ホール（サブアリーナ・ランチルーム・武道場）



■調理室

・ ６人１グループの昇降式調理台 （IH コンロ） を８台、 ICT 対応曲面

　白板、 手洗い、　食器棚、 収納棚を設置します。

・ 昇降式調理台とすることで、 低学年から高学年まで安心して快適　

　に調理実習の授業を行えるようにします。

・ 隣接した中庭への出入りを可能にし、 天気の良い日は調理した料　

　理をみんなと中庭で食べることもできる計画とします。

・ 多目的ホール側に出入口を設置し、 調理した料理を多目的ホー　

　ルで食べることもできる計画とします。

・ 地域利用にも対応できる計画とします。

・ 多目的ホールやまなびの森、 中庭や屋内運動場と連携することで

　災害時の炊き出しなどに有効な計画とします。

■被服室

・ ６人用８台の作業机、 手洗い、 洗濯乾燥機、 掃除用具入れを設

　置します。

・ 壁面にはミシンが使用できる奥行の作業台を設置します。

・ 隣接した中庭への出入りを可能にし、 天気の良い日は中庭で洗濯

　物を干すなど、 広がって活動することができる計画とします。

■家庭科準備室

・ 調理室と被服室の両方から出入りが可能な準備室とし、 コンパクト　

　な集密型の収納棚を設置する計画とします。

手洗い設置

手洗い設置手洗い設置

ICT 対応曲面白板

冷蔵庫

ICT 対応曲面白板ICT 対応曲面白板洗濯乾燥機を

設置

洗濯乾燥機を

設置

包丁 ・ まな板

殺菌庫を設置

包丁 ・ まな板

殺菌庫を設置

中庭に拡がって

活動することも可能

中庭に拡がって

活動することも可能

上部に手元が

みえる吊り下げ式の

鏡を設置

上部に手元が

みえる吊り下げ式の

鏡を設置

【調理用器具】

冷蔵庫１台 （300 ～ 400L）

炊飯器 8 台

電子レンジ （オーブン機能付） 8 台

【調理用器具】

冷蔵庫１台 （300 ～ 400L）

炊飯器 8 台

電子レンジ （オーブン機能付） 8 台

生徒用昇降式

調理台 （ IH コンロ） 8 台

調理台　教師用 1 台

（教師用はガスコンロ）

生徒用昇降式

調理台 （ IH コンロ） 8 台

調理台　教師用 1 台

（教師用はガスコンロ）

食器棚設置

ミシンを収納

使用できる

奥行の作業台

ミシンを収納

使用できる

奥行の作業台

作業机

6 人用 8 台

作業机

6 人用 8 台

キープランキープラン

スロープ
FL-600～±0
スロープ
FL-600～±0

調理室

被服室

家庭科
準備室

両方の室から

利用できる倉庫

共通で使用する

道具等を収納

両方の室から

利用できる倉庫

共通で使用する

道具等を収納

中庭
談話
スペース

30（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－１３.　１階　調理室・被服室（家庭科ゾーン）



■技術室 ・ 美術室 ・ 図工室

・ 各教室に６人１グループの作業机、 ICT 対応曲面白板、 掃除用具

　入れを設置します。

・ 東側に出入りが可能なバルコニーを設け、 授業の内容や製作する作

　品の工程に合わせて、 各教室間の移動が可能なつくりとします。 ま　

　た緊急時には、 隣の教室に移動することもできる避難経路としても有

　効となる計画とします。

・ 教室の前方に生徒が集まれるスペースを設け、 見本実技を見て学　

　ぶことができる計画とします。

・ 各教室には手洗い用の流し台を設けます。

・ 技術室や図工室での製作の際の音が他の教室への騒音とならない　

　様に遮音性の高い壁とするなど、 音漏れに配慮します。

・ 図工室と美術室はワークメディアスペースに向かって壁面が全開放で

　きる間仕切壁とし、 メディアスペースや中庭テラスと一体的な教育活

　動の展開が可能な計画とします。

・ 技術室はエレベーターに近接した配置とし、 授業で使用する教材や

　大きな工作機械の搬出入が容易にできる計画とします。

■ワークメディアスペース

児童生徒の製作した作品の収納を兼ねた展示棚を設え、 技術・図工・

美術に関連した掲示を行い、 全学年の児童生徒が日常的に技術 ・ 図

工 ・ 美術の作品や教材にふれることができるようにすることで、 興味や

関心を引き、 自発的な創作意欲を高めることができる計画とします。

■準備室

作品や材料、 道具等を収納する準備室にはコンパクトな集密型の収納

棚を設置する計画とします。 またワークメディアスペースに対して作品

や教材を見せる収納とし、 児童生徒が興味を持つきっかけとします。

児童 ・ 生徒の作品収納を
兼ねた作品展示棚の設置も可能

図工室と美術室、
ワークメディアスペースと中庭のテラスを
一体的に使用した教育活動が可能

手洗い　手洗い　

見本実技
スペース
見本実技
スペース

見本実技
スペース
見本実技
スペース

メディアモールメディアモール

メディアモールメディアモール

見本実技
スペース
見本実技
スペース

手洗い　手洗い　

出入り可能な
バルコニー

エレベーター
授業で使用する教材や
工作機械の搬出入の
ための動線を確保する

ワークメディアスペースに対して見せる収納ワークメディアスペースに対して見せる収納

6 人 1 グループの机

を 7 台設置
ICT 対応曲面白板

遮音性の高い壁で防音する

エレベーター

教室建具を開放し
ワークメディアスペースに拡がっての
活動が可能

キープランキープラン

手洗い手洗い

図工
準備室

技術
準備室

技術室

図工室

美術室

バルコニー
ワーク
メディア
スペース

テラス

美術
準備室

31（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－１４.　２階　技術室・図工室・美術室（ワークゾーン）



■理科室１ ・ ２ ・ ３

・ 理科室１ ・ ２は４人１グループを１０グループ分とした固定実験台を設

　置、 理科室３は６人１グループを７グループ分とした楕円型固定実験

　台を設置し、 ICT 対応曲面白板を設置します。

・ 各教室には手洗い用の流し台を設けます。

・ 東側に出入りが可能なバルコニーを設け、 授業の内容に合わせて、

　各教室間の移動が可能なつくりとします。 また緊急時には、 隣の教　

　室に移動することもできる避難経路としても有効となる計画とします。

・ 各教室には手洗い用の流し台を設けます。

・ 理科室２ ・ ３はサイエンスメディアスペースに向かって壁面が全開放

　できる間仕切壁とし、 メディアスペースや中庭テラスと一体的な教育

　活動の展開が可能な計画とします。

■サイエンスメディアスペース

理科の標本や模型などの教材展示を行い、 全学年の児童生徒が日

常的にふれることができるようにすることで、 興味や関心を引き、 自発

的な学習意欲を高めることができる計画とします。

■準備室

・ 危険な薬品は鍵のかかる棚を設け、 児童生徒が誤って手に触れな

　いよう安全に管理できる計画とします。

・ 準備室にはコンパクトな集密型の収納棚を設置する計画とします。 ま

　たサイエンスメディアスペースに対して標本や模型などの教材を見せ

　る収納とし、 児童生徒が興味を持つきっかけとします。

出入り可能な
バルコニー

メディアモールメディアモール

メディアモールメディアモール

エレベーター

サイエンスメディアスペースに対し
教材等を見せる収納

サイエンスメディアスペースに
拡がっての調べ学習等が可能

6 人 1 グループを

7 グループとした

固定実験台を設置

見通しが良く講義にも適した

楕円型の実験台とする

各教室 ICT 対応曲面白板

6 人 1 グループを

7 グループとした

固定実験台を設置

見通しが良く講義にも適した

楕円型の実験台とする

各教室 ICT 対応曲面白板

手洗い手洗い

手洗い手洗い

4 人 1 グループを

10 グループとした

固定実験台を設置

実験中の手元が

見えるように配慮

白板に背を向けない配置

ICT 対応曲面白板を設置

4 人 1 グループを

10 グループとした

固定実験台を設置

実験中の手元が

見えるように配慮

白板に背を向けない配置

ICT 対応曲面白板を設置

理科２ ・ ３、 サイエンスメディア

スペースと中庭テラスを一体的に

使用した、 植物の生育 ・ 観察等の

教育活動が可能

理科２ ・ ３、 サイエンスメディア

スペースと中庭テラスを一体的に

使用した、 植物の生育 ・ 観察等の

教育活動が可能

標本や模型の展示など理科の

情報を掲示することや、

理科と関係が深い書籍を並べる

ことが可能

標本や模型の展示など理科の

情報を掲示することや、

理科と関係が深い書籍を並べる

ことが可能

キープランキープラン

手洗い手洗い

理科
準備室２

テラス

理科
準備室１

理科室１

理科室２

理科室３

バルコニーサイエンス
メディア
スペース

理科
準備室３

テラス

32（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－１５.　３階　理科室１・２・３（サイエンスゾーン）



■音楽室２

・ １人１席の座席、 ICT 対応白板を設置し、 楽器の演奏や合唱など、

　授業の形態に合わせて柔軟に対応できる計画とします。

・天井、 壁は吸音性能を持った仕上げとし、 音響設備を設置するなど、

　音響効果の高い教育環境となる計画とします。

・ 近隣および校舎内に対しての音に配慮し、 ガラス ・ 扉は防音、 遮　

　音性に配慮します。

・東側に出入りが可能なバルコニーを設け、 授業内の内容に合わせて、

　各教室間の移動が可能なつくりとします。 また緊急時には隣の教室に

　移動することもできる避難経路としても有効となる計画とします。

■ミュージックメディアスペース

教材室の壁面を利用して音楽に関する情報を掲示、 小さな楽器などを

ケース内に展示し、 全学年の児童生徒が日常的にふれることができる

ようにすることで、 興味や関心を引き、 自発的な学習意欲を高めるこ

とができる計画とします。

■音楽準備室２

・ 楽器の搬出入が可能な出入口の大きさとします。

・ 授業や部活動で使用する吹奏楽器などを収納することが可能なつくり

　とします。

・ １階音楽室１からエレベーターを利用して楽器を搬入できるよう、 エレ

　ベーターと隣接した計画とします。

■メディアスペース

・ 小規模でのグループ学習や自習などの個別学習にも対応できる計画

　とします。

・ 進路指導室にも隣接し、 卒業後の進路や将来なりたい自らの姿を　　

　思い描きながら学習できる空間を計画します。

エレベーター

1 階の音楽室 1 や、 多目的ホールや屋内運動場などで

使用するために楽器を移動することが考えられることから、

エレベーターを使用した楽器の搬出入のための動線を確保する

主に卒業後の進路の指導の

ための部屋として使用

エレベーター

コンクールやクラブ活動など

音楽に関する情報を展示

教材を見せながら収納する

ことも可能

吹奏楽や合唱のパート練習

などに使用することも可能

コンクールやクラブ活動など

音楽に関する情報を展示

教材を見せながら収納する

ことも可能

吹奏楽や合唱のパート練習

などに使用することも可能

ICT 対応曲面白板

自習などの個別学習の機会が

増える学生の居場所として

メディアスペースを設置

遮音性の高い壁で
防音する

キープランキープラン

メディアスペース

ミュージック
メディア
スペース

ミュージック
メディア
スペース

音楽
準備室

バルコニーバルコニー音楽室２

進路指導室

33（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－１６.　４階　音楽室２（ミュージックゾーン）・メディアスペース



それぞれ 40 名分の
ロッカーを設置
それぞれ 40 名分の
ロッカーを設置

収納棚収納棚

手洗い手洗い 手洗い手洗い手洗い手洗い

相談２相談２

相談１相談１

会議室会議室

保健室保健室

下足箱下足箱

手洗い手洗い 作業机作業机

流し台流し台

流し台流し台

窓下棚窓下棚

男女更衣室両方に
シャワー室を設置
男女更衣室両方に
シャワー室を設置

ウォシュレット付
洋便器
ウォシュレット付
洋便器

操作盤操作盤

グラウンドから
直接出入が可能
グラウンドから
直接出入が可能

床は OA フロアとし、 レイアウト変更
による機器の移動に柔軟に対応
床は OA フロアとし、 レイアウト変更
による機器の移動に柔軟に対応

作業や
打ち合わせに使用
作業や
打ち合わせに使用

来客対応用
カウンター
来客対応用
カウンター

グラウンドを見わたす
ことができる窓
グラウンドを見わたす
ことができる窓

教職員の出入口を
3 ヶ所に分散して配置
教職員の出入口を
3 ヶ所に分散して配置

事務室から教材室へ
直接行き来が可能

事務室から教材室へ
直接行き来が可能

受付カウンターを兼ねた作業机受付カウンターを兼ねた作業机

壁面に収納棚壁面に収納棚

くつ箱くつ箱

グラウンドから
直接出入が可能
グラウンドから
直接出入が可能

屋外階段でベッドのある
スペースの視線を遮る
屋外階段でベッドのある
スペースの視線を遮る

カーテンで
部屋を仕切る
カーテンで
部屋を仕切る

最大 50 人
収容可能
最大 50 人
収容可能

遮光カーテンを設置することで
健康診断でも使用が可能
遮光カーテンを設置することで
健康診断でも使用が可能

グラウンドから
直接出入が可能
グラウンドから
直接出入が可能

直接出入が可能直接出入が可能 グラウンドを見わたす
ことができる窓
グラウンドを見わたす
ことができる窓

洗濯機洗濯機

製氷機製氷機

手洗い手洗い

手洗い手洗い

布団収納布団収納
多目的
トイレ

多目的
トイレ

多目的
トイレ

多目的
トイレ

流し台流し台

薬品ワゴン薬品ワゴン

壁収納式
ベッド
４台

壁収納式
ベッド
４台

作業机作業机

倉庫・
執務室
倉庫・
執務室

職員室職員室

校長室
（応接室）
校長室

（応接室）

事務室事務室

休憩室休憩室

休憩室休憩室 職員
更衣室
職員

更衣室

職員
更衣室
職員

更衣室

職員用
MWC

職員用
MWC

職員用
FWC

職員用
FWC

教材室教材室

行事白板行事白板

3-9 年生用教職員、

来客用傘立て

3-9 年生用教職員、

来客用傘立て

まなびの森まなびの森 多目的ホール多目的ホール

エントランスホールエントランスホール

昇降口昇降口

（仮称）交野みらいストリート（仮称）交野みらいストリート

中庭中庭

壁面に収納棚

中の様子が分かる窓

来客対応用カウンター

登校の様子が分かる窓

児童生徒がアクセス
できる動線を確保

シャワー
室

シャワー
室

放送室放送室

■職員室

・ 職員室は約８０名程度の教職員数に対応できる室として計画します。

・ 職員室はグラウンドが見渡せる位置に配置し、 グラウンドへの出入口を設けます。

・ 職員室内には打合せスペースや印刷室を設け、 教師同士がコミュニケーションを図りやすい配置計画とします。

・ 各階の教師ステーションを利用することで、 職員室内は必要分のみの収納棚とする計画とします。

・ 職員室内の放送室へは、 児童生徒がアクセスできる動線をカウンターによって仕切ります。

・ 更衣室から直接出入りする教職員休憩室は男女別に設け、 中庭からの視線に配慮した開口部とし、 流し台やソファ

　ベッドを設置する計画とするなど、 教職員が落ち着いて休憩ができる空間とします。

■事務室

・ 受付カウンターを兼ねた作業机を設け、 必要な備品が収納できるよう 30 ㎡程度確保します。

・ 教材室との間には出入口を設け、 行き来ができる計画とします。

■保健室

・ 保健室はグラウンド側の （仮称） 交野みらいストリートへ出入り口を設け、 グラウンドでケガをした児童生徒が直接保　

　健室に行くことが可能な計画とします。

・ 保健室から直接行き来ができる倉庫 ・ 執務室を設け、 薬品庫 ・ 書類庫を管理する他、 プライバシー性の高い書類

　整理を行うときに利用します。

■会議室

・ 会議室は最大で 50 人が利用できるよう計画します。

・ 会議室と保健室を近接した配置とし、 健康診断の際に使用できる計画とします。

■相談室

・ 相談室は進路指導や面談、 カウンセリングなどを行う際に使用します。

■昇降口

・ 児童生徒が安全に登下校できるようスペースを確保し、 下足箱は管理しやすいよう学年ごとでまとめて配置します。

・ １、 ２年生は各教室のバルコニー側に昇降口を設けます。

・ 児童生徒の登下校、 来訪者の様子が分かるように職員室と昇降口との間は窓ガラスを設置します。

・ 昇降口からは多目的ホールを正面にまなびの森と中庭が両側にひろがる計画とします。

34（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－１７.　１階　職員室・事務室・保健室・会議室　等（管理ゾーン）



学級菜園学級菜園

全開放が可能な建具によって

スペースを一体的に利用

全開放が可能な建具によって

スペースを一体的に利用

放課後児童会

240 人分のくつ箱と

ロッカーを設置

放課後児童会

240 人分のくつ箱と

ロッカーを設置

手洗いを設置手洗いを設置

地域モールに面した

みんなのキッチン

地域モールに面した

みんなのキッチン

プリンターを

設置

プリンターを

設置

ゆるやかな傾斜のアプローチゆるやかな傾斜のアプローチ

警備員や地域の人が

見守る部屋

警備員や地域の人が

見守る部屋

まなびの森で利用する

道具を収納

まなびの森で利用する

道具を収納

傘立てと下足箱を設置傘立てと下足箱を設置

内外から

出入可能な

ゴミ庫 ・ 倉庫

内外から

出入可能な

ゴミ庫 ・ 倉庫

子育て中の方の

利用が可能な授乳室

子育て中の方の

利用が可能な授乳室

地域スペース ・ 放課後児童会と

行き来が可能なテラス

地域スペース ・ 放課後児童会と

行き来が可能なテラス

流し台流し台

くつ箱くつ箱

コンサートなどの音楽

イベントの開催が可能

コンサートなどの音楽

イベントの開催が可能

料理教室の開催も可能料理教室の開催も可能コンサート ・ 舞台、 映画

鑑賞などの開催も可能。

コンサート ・ 舞台、 映画

鑑賞などの開催も可能。

調理室調理室
学級菜園学級菜園

冷蔵庫

1800×750 を

2 台設置

冷蔵庫

1800×750 を

2 台設置

畳スペース畳スペース

収納キャビネット収納キャビネット 収納キャビネット収納キャビネット

行事で使う備品や道具を

収納

行事で使う備品や道具を

収納

■放課後児童会室 ・ 地域活動室 ・ PTA 室 （地域と学校の連携 ・ 協働のためのスペース）

・ 学校と地域の両方にとって親しみやすい計画とします。

・ 地域の方々と子どもが交流、 活動するスペースを設けることで、 地域に見守られながら子どもたちが過ごす

　環境を整備します。

・ 地域に対して日常的な関わりをもつ地域モールをつくり、 地域に親しみのある学校とします。

・ 放課後児童会室と放課後児童会スペースは合わせて６教室分程度のスペースを確保し、 子どもの成長や

　使い方に応じた過ごし方ができるよう、 エリア分けが行える柔軟な計画とした、 放課後の子どもの居場所と

　します。

・まなびの森と地域モールにひらいたスペースを取ることで、 ひろがり、 つながる使い方が可能な計画とします。

・ 地域活動室と PTA 室の間には可動間仕切を設置し、 全開放して使用できるようにすることで、 地域交流

　のイベントや地域と学校の連携 ・ 協働の活動にも対応できる計画とします。 放課後児童会スペース　イメージ ラウンジ　イメージ

キープランキープラン

放課後児童会室放課後児童会室

放課後児童会
スペース

放課後児童会
スペース

テラステラス

まなびの森まなびの森

地域活動室地域活動室ラウンジラウンジ

倉庫１倉庫１

音楽室１音楽室１ 多目的ホール多目的ホール

倉庫２倉庫２

PTA 室PTA 室

放課後
児童会室
放課後

児童会室

35（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

２－１８.　１階　放課後児童会室・地域活動室・PTA室（地域と学校の連携・協働のためのスペース）



参考文献：空気調和・衛生工学会「衛生器具の適正個数算定」より

男子 女子

適正個数 計画個数 適正個数 計画個数

大便器

小便器

洗面器

2 * 4 *

2 *

4 *

3 *

■基本方針

・ 児童生徒の成長に合わせたトイレとします。

・ 学年ラウンジに隣接して各学年に１箇所設置します。

・ 各フロアに多目的トイレ （だれでもトイレ） を配置し、 誰もが快適にトイレを利用できる

　 計画とします。

・ 手すりは入り口から近い位置の小便器周囲 1 箇所と、 大便器ブース内１箇所に設置

   します。

■衛生器具適正個数算定表

・ １学年最大利用人数　１クラス 40 人 × 最大 4 クラス＝160 人

　（男女比は１ ： １とし、 男子 80 人 ・ 女子 80 人とします。）

・ １学年につき男女１箇所、 器具数算定の上限値であるレベル１のトイレを計画します。

１学年の場合の器具数算定

■小学３ ・ ４年生用トイレ （２階）■小学３ ・ ４年生用トイレ （２階）

楽しく手洗いのできる洗面　イメージ楽しく手洗いのできる洗面　イメージ

明るくきれいなトイレ　イメージ明るくきれいなトイレ　イメージ

女子トイレ女子トイレ

計画的な機械換気計画的な機械換気

女子トイレ女子トイレ

男子トイレ男子トイレ

男子トイレ男子トイレ

SKSKSKSK

SKSK

SKSK

PSPS

掃除用具入れ掃除用具入れ

■小学５ ・ ６、 中学２ ・ ３年生用トイレ （３ ・ ４階）■小学５ ・ ６、 中学２ ・ ３年生用トイレ （３ ・ ４階）

■中学１年生用トイレ （３階）■中学１年生用トイレ （３階）

女子トイレ女子トイレ

男子トイレ男子トイレ

計画的な機械換気計画的な機械換気計画的な機械換気計画的な機械換気

掃除用具入れ掃除用具入れ

SKSK
PSPS

■小学１ ・ ２年生用トイレ （２階）■小学１ ・ ２年生用トイレ （２階）

オープンな手洗いオープンな手洗い

女子トイレ女子トイレ

男子トイレ男子トイレ

洗面スペース洗面スペース

SKSK
PSPS

掃除用具入れ掃除用具入れ

掲示・展示壁として利用掲示・展示壁として利用 掲示・展示壁として利用掲示・展示壁として利用掲示・展示壁として利用掲示・展示壁として利用

学年ラウンジ 学年ラウンジ

２階メディアセンター

メディアモール

男子トイレ男子トイレ

計画的な機械換気計画的な機械換気 計画的な機械換気計画的な機械換気

掃除用具入れ掃除用具入れ

SKSK

SKSKPSPS

掲示・展示壁として利用掲示・展示壁として利用

メディアモール

メディアモール

PSPS女子トイレ女子トイレ

多目的トイレ
（だれでもトイレ）

多目的トイレ
（だれでもトイレ）

多目的トイレ
（だれでもトイレ）

多目的トイレ
（だれでもトイレ）

36（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

３－１.　水回り計画



■１階配膳室

・ 北側の駐車場門から進入する給食配送車の荷台から配膳室へ、 給食用コンテナや牛

乳用カートを搬出入しやすいよう、 配膳室の外部に給食配膳用プラットホームを設けます。

・ 全学年分の給食用コンテナ、 牛乳用カート、 冷蔵庫２台、 冷凍庫２台が収納できる、

衛生的なスペースを確保します。

・ 校舎内に給食の臭気が漏れないよう、 シロッコファンを設置した第１種換気とします。

■エレベーター 

・車いすの利用等にも配慮したバリアフリー仕様とするとともに、 給食用コンテナ、 ストレッチャー

の搬送も可能なエレベーターを設置します。

■更衣室１ ・ ２

・ １室で８０人が使用できる更衣室を２室計画します。

・ 各更衣室には手洗いを設置します。

■電気室

・ 外部に対して床のレベルを高く設定することで浸水対策を行います。

・ 電気室内の一部を OA フロアとし、 メンテナンス通路を確保し、 管理 ・ 更新が行いやす

　い計画とします。

定員／積載量 ：　　26人／1750ｋｇかごイメージ

カゴ内寸法（ｍｍ） ：　　W1500×D2500

出入口寸法（ｍｍ） ：　　W1200×H2100

ドア開閉方式 ：　　2枚戸片開き

車いす利用（車いす＋介添者）

：　　１台＋２人が乗車可能

：　　１台＋１人が乗車可能

：　　バリアフリー新法適合仕様

１台車あたりの荷重（床補強対応） ：　　1000㎏（積載荷重1600㎏）

配膳カート 乗車可能台数
（W850×D1450×H1600）
ストレッチャー 乗車可能台数
（W600×D1950×H750）

牛乳用カート

920920

正面図

側面図
扉開放時

正面図

側面図
扉開放時

920

1,550

790

840

1,550

給食用コンテナ （小）給食用コンテナ （大）

冷蔵庫（牛乳庫）２台
W1500×D920×H1960
冷凍庫２台
W905×D760×H800

冷蔵庫（牛乳庫）２台
W1500×D920×H1960
冷凍庫２台
W905×D760×H800

給食配送車用
プラットフォーム
給食配送車用
プラットフォーム

給食用コンテナ小　５台
W1450×D790×H1400
給食用コンテナ大　５台
W1450×D840×H1600
牛乳用カート　９台
W620×D920×H860

給食用コンテナ小　５台
W1450×D790×H1400
給食用コンテナ大　５台
W1450×D840×H1600
牛乳用カート　９台
W620×D920×H860

ロッカー80人分
（上下２段）
ロッカー80人分
（上下２段）

手洗い手洗い

ロッカー80人分
（上下２段）
ロッカー80人分
（上下２段）

±0±0

±0±0

-600-600
スロープ
FL-600～±0
スロープ
FL-600～±0

手洗い手洗い

：給食用コンテナ搬送動線
：牛乳用カート搬送動線
：給食用コンテナ搬送動線
：牛乳用カート搬送動線

電気室電気室 配膳室配膳室 更衣室１更衣室１

更衣室２更衣室２

エレベーター

キープランキープラン

37（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

３－２.　１階　配膳室・エレベーター・更衣室



■配膳計画

・ 各階にエレベーターで給食用コンテナと牛乳用カートを搬送します。

・ エレベーターから各階の配膳室 （パントリー） までの搬送距離を可能な限り短くすることで、 児童生徒の安全面に

配慮した計画とします。

・ 給食用コンテナは２学年に大 ・ 小の１台ずつ、 牛乳用カートは１学年に１台とし、 給食コンテナを収納する配膳室

　（パントリー） 前で給食用コンテナから児童生徒が食缶を受け取る、 衛生面に配慮した計画とします。

・ 小学１ ・ ２年生は、 安全に教室まで給食を搬送することができるように、 配膳用カートを１クラスごと１台ずつ

　用意します。

給食用コンテナ小　１台
W1450×D790×H1400
給食用コンテナ大　１台
W1450×D840×H1600
牛乳用カート　２台
W620×D920×H860
（中学2・3年生分）

給食用コンテナ小　１台
W1450×D790×H1400
給食用コンテナ大　１台
W1450×D840×H1600
牛乳用カート　２台
W620×D920×H860
（中学2・3年生分）

給食用コンテナ小　２台
W1450×D790×H1400
給食用コンテナ大　２台
W1450×D840×H1600

給食用コンテナ小　２台
W1450×D790×H1400
給食用コンテナ大　２台
W1450×D840×H1600

配膳用カート　４台
W700×D1010×H820
（小学２年生分）

配膳用カート　４台
W700×D1010×H820
（小学２年生分）

牛乳用カート　３台
W620×D920×H860
（小学２-４年生分）

牛乳用カート　３台
W620×D920×H860
（小学２-４年生分）

牛乳用カート　３台
W620×D920×H860
　小学校5・6年生
　中学校1年生分

牛乳用カート　３台
W620×D920×H860
　小学校5・6年生
　中学校1年生分（　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　）

給食用コンテナ小　２台
W1450×D790×H1400
給食用コンテナ大　２台
W1450×D840×H1600
（小学3・4年生分）

給食用コンテナ小　２台
W1450×D790×H1400
給食用コンテナ大　２台
W1450×D840×H1600
（小学3・4年生分）

小学１年生分はまとめて
学年ラウンジ前に収納する
小学１年生分はまとめて
学年ラウンジ前に収納する

：給食用コンテナ搬送動線
：牛乳用カート搬送動線
：小学1・2年生用配膳用カート搬送動線

：給食用コンテナ搬送動線
：牛乳用カート搬送動線
：小学1・2年生用配膳用カート搬送動線

■２階配膳動線■２階配膳動線

■３階配膳動線■３階配膳動線

■４階配膳動線■４階配膳動線

配膳用カート　４台
W700×D1010×H820
牛乳用カート　１台
W620×D920×H860

配膳用カート　４台
W700×D1010×H820
牛乳用カート　１台
W620×D920×H860

配膳室
（牛乳用カート）

配膳室
（牛乳用カート）

配膳室
（１年生用）

配膳室
（１年生用）

配膳室
（パントリー）

配膳室
（パントリー）

配膳室
（牛乳用カート）

配膳室
（牛乳用カート）

配膳室
（パントリー）

配膳室
（パントリー）

配膳室
（２年生用）

配膳室
（２年生用）

配膳室（パントリー）配膳室（パントリー）
エレベーター

エレベーター

エレベーター

２-３階の配膳室 （パントリー） は

動線と交差しないように、 コンテナ扉分の奥行を確保します。

配膳室 （パントリー） 配膳室 （パントリー）

全面開放ができる扉
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１） 屋内運動場、 多目的スペース （避難スペース）

　　 段ボールブースを設置し、 避難所として活用可能な計画とします。

２） マンホールトイレ

　 　災害時に利用可能なマンホールトイレを駐輪場部分にすることで、

　   容易に屋根付きの仮設トイレの設置が可能な計画とします。

３） 防災ベンチ （かまどベンチ）

　   まなびの森やサブグラウンドには、 防災ベンチ （かまどベンチ） を設置し、

　　 日常から防災意識の啓発につなげる計画とし、 災害時にはスムーズな活用

　　  につなげます。

４） 調理室の炊き出し利用

調理室はランチルームに隣接して計画することで、 ランチルームのテーブル

などを座席や作業台としても利用し、 炊き出し等の連携がスムーズに行える

計画とします。

５） 受水槽

　   災害時は受水槽に貯留されている分の水を直接利用することも可能な計画

　   とします。

６） 太陽光発電

　　 屋上には太陽光発電を設置することで、 災害時には、 避難場所となる屋内

　   運動場 （メインアリーナ） と多目的ホール （サブアリーナ） への電力供給を

　   行います。

７） 蓄電池

　   災害時には、 避難所となる屋内運動場 （メインアリーナ） と多目的ホール

　   （サブアリーナ） の照明に必要な電力を供給可能な計画とします。

　   通常時には、 屋内運動場 （メインアリーナ） の夜間利用時の照明に電力を

　   供給をします。

８） 防災倉庫

　   北側の駐車場から物資を搬入しやすい位置に計画します。

９） 災害時の空調計画

　   避難所の空調は、 屋内運動場 （メインアリーナ） は外部電源盤を設置し、　  

　　 仮設発電機及び電源車からの外部電力から供給し、 多目的ホール （サブ

　　 アリーナ） の空調は自立運転型 GHP とすることで、 災害時にも空調が稼働

　　 する計画とします。

■地域の避難活動拠点となる校舎

避難中の連携

車両動線

災害拠点主要エリア

（仮称） 交野みらいストリート（仮称） 交野みらいストリート 東門東門

炊出し炊出し

炊出し炊出し

炊出し炊出し

避難所利用避難所利用
避難所利用避難所利用

物資の受入れ利用物資の受入れ利用

防災備品の
受け入れ
防災備品の
受け入れ

防火水槽 80
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３－４.　防災計画



自動扉　鍵による管理

門扉　鍵による管理 （常時施錠）

※敷地外周部はフェンスを設置

注意書き ・ ガイドポール等 （備品）

監視カメラ 10 台 （セキュリティ室 ・ 職員室で映像監視）

映像監視モニター設置箇所 （セキュリティ室 ・ 職員室）

カメラ付インターホン + 電気錠カメラ付インターホン + 電気錠 カメラ付インターホン + 電気錠カメラ付インターホン + 電気錠

インターホン ・ 自動扉 ・ 電気錠インターホン ・ 自動扉 ・ 電気錠

インターホンインターホン

自動扉 ・ 電気錠自動扉 ・ 電気錠

メイングラウンドメイングラウンド

カメラ付インターホン + 電気錠カメラ付インターホン + 電気錠 カメラ付インターホン + 電気錠カメラ付インターホン + 電気錠

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧

⑨ ⑩
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放課後児童会出入口
入口を2か所設け下足入れ
を集約し、地域モールのテ

ラスから段差なく入ること
ができる入口を設置します

放課後児童会出入口
入口を2か所設け下足入れ
を集約し、地域モールのテ

ラスから段差なく入ること
ができる入口を設置します

通級出入口
保健室登校にも配慮し、昇降口
から離れた位置に設置します

段差を2～3cm程度とし、車
いすでも出入りできる高さと
します

通級出入口
保健室登校にも配慮し、昇降口
から離れた位置に設置します

段差を2～3cm程度とし、車
いすでも出入りできる高さと
します

保健室出入口・
１階支援教室出入口

スロープにより段差を2～
3cm程度とし、車いすでも

出入りできる高さとします

保健室出入口・
１階支援教室出入口

スロープにより段差を2～
3cm程度とし、車いすでも

出入りできる高さとします

昇降口
段差を2～3cm程度とし、

車いすでも出入りできる
高さとします

昇降口
段差を2～3cm程度とし、

車いすでも出入りできる
高さとします

スロープ
高低差のある敷地内で

は、随所にスロープを設
置します

スロープ
高低差のある敷地内で

は、随所にスロープを設
置します

地域活動室出入口
幅の広い玄関、自動扉に
より、誰でも出入りしや

すい入口とします

地域活動室出入口
幅の広い玄関、自動扉に
より、誰でも出入りしや

すい入口とします

インターホン高さ
車いす利用者が使用する玄
関には利用しやすい高さに

インターホンを設置します

インターホン高さ
車いす利用者が使用する玄
関には利用しやすい高さに

インターホンを設置します

多目的トイレ（だれでもトイレ）
各階に多目的トイレを設置します
EVに近接した配置とし、どの階で

も利用しやすい計画とします

多目的トイレ（だれでもトイレ）
各階に多目的トイレを設置します
EVに近接した配置とし、どの階で

も利用しやすい計画とします

多目的トイレ
（だれでもトイレ）

各階に多目的トイレ
を設置します

多目的トイレ
（だれでもトイレ）

各階に多目的トイレ
を設置します

多目的トイレ
（だれでもトイレ）

各階に多目的トイレを
設置します
エレベーターに近接し

た配置とし、どの階で
も利用しやすい計画と
します

多目的トイレ
（だれでもトイレ）

各階に多目的トイレを
設置します
エレベーターに近接し

た配置とし、どの階で
も利用しやすい計画と
します

多目的トイレ
（だれでもトイレ）

各階に多目的トイレを

設置します
エレベーターに近接し
た配置とし、どの階で

も利用しやすい計画と
します

多目的トイレ
（だれでもトイレ）

各階に多目的トイレを

設置します
エレベーターに近接し
た配置とし、どの階で

も利用しやすい計画と
します

テラス
再生木テラスを採用し、フラットで段差の

ない計画とすることで、全ての児童生徒が
気軽に出ることができるように計画します

テラス
再生木テラスを採用し、フラットで段差の

ない計画とすることで、全ての児童生徒が
気軽に出ることができるように計画します

テラス
再生木テラスを採用し、フラットで段差の

ない計画とすることで、全ての児童生徒が
気軽に出ることができるように計画します

テラス
再生木テラスを採用し、フラットで段差の

ない計画とすることで、全ての児童生徒が
気軽に出ることができるように計画します

テラス
再生木テラスを採用し、フラット
で段差のない計画とすることで、
全ての児童生徒が気軽に出ること

ができるように計画します

テラス
再生木テラスを採用し、フラット
で段差のない計画とすることで、
全ての児童生徒が気軽に出ること

ができるように計画します

床仕上げ
施設内各フロアは段差のない床仕上げと
し、滑りにくい材質の仕上げとします

床仕上げ
施設内各フロアは段差のない床仕上げと
し、滑りにくい材質の仕上げとします

床仕上げ

施設内各フロアは
段差のない床仕上
げとし、滑りにく

い材質の仕上げと
します

床仕上げ

施設内各フロアは
段差のない床仕上
げとし、滑りにく

い材質の仕上げと
します

メディアモール
幅の広い動線とし、車

いす利用者も行き来し
やすい計画とします

メディアモール
幅の広い動線とし、車

いす利用者も行き来し
やすい計画とします

メディアモール
幅の広い動線とし、車い
す利用者も行き来しやす

い計画とします

メディアモール
幅の広い動線とし、車い
す利用者も行き来しやす

い計画とします

エレベーター
1階から４階まで行き来でき
るようにエレベーターを設

置しています

エレベーター
1階から４階まで行き来でき
るようにエレベーターを設

置しています

エレベーター
1階から４階まで行き来
できるようにエレベー

ターを設置しています

エレベーター
1階から４階まで行き来
できるようにエレベー

ターを設置しています

バルコニーへの入口
段差を2～3cm程度とし、
車いすでも出入りできる

高さとします

バルコニーへの入口
段差を2～3cm程度とし、
車いすでも出入りできる

高さとします

バルコニーへの入口
段差を2～3cm程度とし、

車いすでも出入りできる高
さとします

バルコニーへの入口
段差を2～3cm程度とし、

車いすでも出入りできる高
さとします

バルコニーへの入口
段差を2～3cm程度とし、

車いすでも出入りできる高
さとします

バルコニーへの入口
段差を2～3cm程度とし、

車いすでも出入りできる高
さとします

床仕上げ
施設内各フロアは段差
のない床仕上げとし、

滑りにくい材質の仕上
げとします

床仕上げ
施設内各フロアは段差
のない床仕上げとし、

滑りにくい材質の仕上
げとします

メディアモール
幅の広い動線とし、車い
す利用者も行き来しやす

い計画とします

メディアモール
幅の広い動線とし、車い
す利用者も行き来しやす

い計画とします

エレベーター
1階から４階まで行き来
できるようにエレベー
ターを設置しています

エレベーター
1階から４階まで行き来
できるようにエレベー
ターを設置しています

階段

児童３人が横並びで歩くことができる
程度のゆとりある幅で計画します
体格差に配慮したてすりを設置します

また階段の登り口と降り口には注意喚
起ブロックを設置します

階段

児童３人が横並びで歩くことができる
程度のゆとりある幅で計画します
体格差に配慮したてすりを設置します

また階段の登り口と降り口には注意喚
起ブロックを設置します

階段
児童３人が横並びで歩くことができる
程度のゆとりある幅で計画します

体格差に配慮したてすりを設置します
また階段の登り口と降り口には注意喚
起ブロックを設置します

階段
児童３人が横並びで歩くことができる
程度のゆとりある幅で計画します

体格差に配慮したてすりを設置します
また階段の登り口と降り口には注意喚
起ブロックを設置します

階段
児童３人が横並びで歩くことができる
程度のゆとりある幅で計画します

体格差に配慮したてすりを設置します
また階段の登り口と降り口には注意喚
起ブロックを設置します

階段
児童３人が横並びで歩くことができる
程度のゆとりある幅で計画します

体格差に配慮したてすりを設置します
また階段の登り口と降り口には注意喚
起ブロックを設置します
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■外構ゾーニング

児童生徒にとって多様な学びの場を計画するとともに、 外周の歩道に

合わせた整備を行うことで、 地域にとっても日常的に親しみのある外構

計画をします。

１） グラウンド

メイングラウンドに高鉄棒、 サブグラウンドに低中鉄棒の他、 低学

年用遊具を設けます。 砂場は両方に設置し、 幅跳びなどの授業

が同時にメイングラウンドとサブグラウンドで行えるようにします。

２） 屋内運動場 （メインアリーナ） まわり

屋内運動場 （メインアリーナ） とサブグラウンドの間には階段を設け、

屋内運動場からサブグラウンドにアクセスできるようにします。

プレイコートはゴムチップ舗装とすることで屋内運動場への砂ぼこり進

入を抑えるほか、 安全に活動できる場とします。

３） 地域モール

地域玄関へのアプローチはタイル舗装とし、 駐輪場と地域モールは

インターロッキング舗装とします。

地域モールは奥行きがある植栽配置とし、 歩道に変化をもたせま

す。

４） まなびの森

児童生徒が集まりやすいように中央部は緑化ブロックによって整地

し、 中央広場の周辺は地面の踏み固めを抑制し、 樹木の根を守

るために敷石によって通行動線を設けます。

５） 中庭

調理室や CB （クラブボックス） などの周辺諸室から一体的に使い

やすいようにタイル舗装とし、 周囲にベンチを設けます。

６） プレイコート

大きな庇による半屋外空間を形成し、 体育や課外活動の際に集ま

ることのできる空間とする。 職員室や屋内運動場 （メインアリーナ）

と近接させることで、 災害時には （仮称） 交野みらいストリートの緊

急車両動線と連携し、 円滑な災害対応ができる計画とします。

（仮称） 交野みらいストリート（仮称） 交野みらいストリート

地域モール地域モール

まなびの森まなびの森
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■植栽コンセプト

地域のランドマークとなるような緑豊かな学校とするため、 明確な植

栽ゾーニングによって五感を刺激し四季を感じる （花木 ・ 花灌木、

紅葉する木、 実のなる木、 香りのする木等） 変化のある植栽計画

とします。

樹種の選定にあたっては、 交野の山地の植生を意識しながら身近

な樹木も植栽します。 現況の大径木を伐採するものについては、

記憶を留める意味から同種を新植する等の配慮をします。

やむなく伐採する大径木については、 建築材、 家具材や木工材料

として積極的に利用します。

また、 交野は古くからサクラの名所で 「太平記」 に 「落花の雪にふ

み迷う片野の春の桜がり ・ ・ ・ 」 との行から選ばれた 「市の木」 サ

クラや交野市域に自生するミツバツツジ、 モチツツジの保護、 増殖

を図る目的で選ばれた 「市の花」 ツツジは中心的な樹種として植栽

し、 全体の調和を図ります。

■既存緑の継承

現在の正門前 （敷地北西側） にあり、 地域になじみの深い 「交小

の森」 の緑の空間を 「まなびの森」 として可能な限り保存・継承し、

自然と共生する計画とします。

また、 敷地南側に位置する 「交小百年の森」 も可能な限り保存 ・

継承し、 緑道として整備することで、 学校と地域に開かれた緑の空

間を配置する計画とします。

■植栽ゾーニング

１） まなびの森ゾーン

既存樹木を残し、 記憶を継承する場として整備します。 学びの

場とするため、 特徴的で教材となる樹種を選定して植栽を行い

ます。

２） 交野の森形成ゾーン

交野市の植生を模範とし、 雑木林として整備します。

３） 既存樹保存ゾーン

緑道として整備される部分以外の樹木については、 積極的に保

存します。

４） 山並み呼応ゾーン

背景の山並みを意識し、 建物を背景に高低差や奥行に変化の

富む植栽とします。

５） 近隣緩衝ゾーン

近隣住宅地に対して緑の風景を形成するとともに騒音や砂埃が

飛散することを防止します。

（仮称） 交野みらいストリート（仮称） 交野みらいストリート

地域モール地域モール

交小百年の森交小百年の森

まなびの森まなびの森

地域モール地域モール
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φ〇〇 ：埋設配管

凡例

：集水枡

：オリフィス枡

：U字側溝

：付替水路

：外構レベル

：雨水貯留範囲

〇〇.〇〇

29.86

30.85
30.05

31.15

31.12

31.18

31.18

31.18

31.12

30.40

31.05

30.40

30.60

30.60

30.02
30.35 30.50

30.95

31.00

30.65
30.63

30.57
30.55

30.36 30.51

30.55

30.05

横断側溝
6ｍ

φ200 15ｍφ200 15ｍφ200 22ｍφ200 15ｍφ200 15ｍ

φ150 12ｍ

φ150 10ｍ

φ150 11ｍ

オリフィス桝

φ150 16ｍ

φ150 9ｍ

φ200 8ｍφ200 15ｍ

横断側溝 6ｍ

φ150 3ｍ

φ150 4ｍ

φ150 5ｍ

φ150 24ｍ

φ150 18ｍ

φ150 5ｍ

φ150 9ｍ

φ200 4ｍ

現場打

横断側溝 7ｍ

安全蓋

φ150 4ｍ

φ150 6ｍ

横断側溝
6ｍ

φ200 15ｍφ200 15ｍ

横断側溝 7ｍ

φ150 2ｍ

φ200 15ｍ

横断側溝 41ｍ

・雨水排水は、 校舎への浸水が起こらないよう敷地外へ適切に放流するとともに、 豪雨時には周辺地域への浸水被害の軽減にも配慮した計画とします。

・ メイングラウンド及びサブグラウンドは、 盛土や周囲とのレベルの調整により、 一定量 雨水を貯留できる計画とすることで、 豪雨時には下流域への流

出を可能な限り低減します。

サブグラウンドに貯留された時の雨水は、 オリフィス

枡を利用して排水量を抑制しながら放流します。

サブグラウンドに貯留された時の雨水は、 オリフィス

枡を利用して排水量を抑制しながら放流します。

既設人孔に接続既設人孔に接続

新設人孔に接続新設人孔に接続

現場打
安全蓋

横断側溝 41ｍ

■メイングラウンドの雨水貯留機能

　［グラウンド］

　　貯留可能面積 :9059.72 ㎡　平均水深 :0.06m

　　貯留量 :9059.72×0.06=543.58

　［側溝］

　　貯留量 :0.30×0.70×164.28=34.50

　　　　　:0.30×0.50×88.41=13.26

　［合計］

　　V =543.58+34.50+13.26=648.76

■サブグラウンドの雨水貯留機能

　［グラウンド］

　　貯留可能面積 =2049.98 平均水深 =0.10m

　　貯留量 =2049.98×0.10=205.00

　［側溝］

　　貯留量 :0.30×0.60×126.56=22.78

　［合計］

　　V =205.00+22.78=227.78

校舎棟

メイングラウンド

サブグラウンド

（計画建物）

屋内運動場

（計画建物）

1

2

V +V =876.541 2

■雨水貯留量合計
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校舎棟 

屋内運動場棟 

 

■ 構造計画概要 

・構造種別：鉄筋コンクリート(RC)造 一部 鉄骨(S)造 

・構造形式：純ラーメン構造 

校舎棟は RC 造を主体架構とし、中庭等に面してセットバックする建物中央部の Y3-Y6 間は S 造による丘立ち

柱等で合理的に計画します。 

将来の更新性等に配慮し、耐震壁等は設けずに柱梁で地震力等を負担する純ラーメン構造とします。 

屋内運動場棟は、1 階部分は RC 造、メンテナンス通路より上部を S 造として、ロングスパンの屋根架構を計画

します。 

 

■ 基本方針 

・構造計算ルートは、校舎棟、屋内運動場棟ともに、耐震計算ルート３として保有水平耐力計算を行います。 

・耐震安全性の分類は、以下の通り設定します。（仕様書の記載通り） 

耐震安全性の分類 

部位 分類 耐震安全性の分類 重要度係数 

建築 

構造体 
Ⅱ類 

大地震動後、構造体の大きな補修をすることなく建築物を使用できること

を目標とし、人命の安全確保に加えて機能確保が図られている。 
1.25 

建築 

非構造部材 
Ａ類 

大地震動後、災害応急対策活動や被災者の受入れを円滑に行ううえで

支障となる建築非構造部材の損傷、移動等が発生しないことを目標と

し、人命の安全確保に加えて機能確保が図られている。 

－ 

建築設備 甲類 
大地震動後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図られていると共

に、大きな補修をすることなく、必要な設備機能を相当期間継続できる。 
－ 

非構造部材は「学校施設の非構造部材の耐震化ガイドブック」にも準拠すること。 

 

■ 設計荷重 

・固定荷重（Ｇ）  床仕上げや躯体重量を適切に考慮します。 

・積載荷重（Ｐ） 主な積載荷重を以下に示します。 

主な積載荷重       単位：N/m2 (1kgf=9.8N) 

室名 床用 架構用 地震用 備 考 

非歩行屋根 980 600 400  

歩行屋根 2,900 2,400 1,300  

庇 1,800 1,300 600 令 85 条 

教室 2,300 2,100 1,100 令 85 条 

廊下等 3,500 3,200 2,100 令 85 条 

2-3F メディア 5,900 5,400 4,900 図書閲覧室 同等※ 

屋内運動場 3,500 3,200 2,100  

倉庫 3,900 2,900 2,000  

※ 建築構造設計指針（文科省） 

・積雪荷重（Ｓ） 大阪府建築基準法施行細則第 30 条の 2 に準拠し、 

垂直積雪荷重 d＝29cm、積雪単位重量ρ＝20N/cm/㎡ として算出します。屋内運動場屋根

は、特定緩勾配屋根に対する割増（平成 19 年国交告第 594 第 2 第三号ホ）を考慮します。 

・風荷重（Ｗ）  平成 12 年建設省告示第 1454 号 より、基準風速 Vo＝34m/s（交野市 32m/s に対して 

大阪府内最大値を採用する）、地表面粗度区分Ⅲ として算出します。 

 

 

 

・地震荷重（Ｋ） 一次設計 ：標準せん断力係数 Co＝0.20、地域係数 Z＝1.0 として算出 

二次設計 ：保有水平耐力Ｑu／必要保有水平耐力Ｑun＞1.25 

保有水平耐力Ｑu は荷重増分解析により、層間変形角 1/100 時点で算出する。 

・荷重組合せは以下とし、構造部材に生じる応力度が許容応力度以下であることを確認します。 

種類 状態 荷重の組合せ 備考 

長期に生じる力 常時 Ｇ＋Ｐ  

短期に生じる力

積雪時 Ｇ＋Ｐ＋Ｓ （Ｇ+Ｐ+Ｓ）＜ 1.5x(Ｇ+Ｐ) により省略可 

暴風時 Ｇ＋Ｐ＋Ｗ Ｗ＜Ｋにより省略可 

地震時 Ｇ＋Ｐ＋Ｋ  

 

 

■ 設計上準拠する基規準・指針等 

・建築基準法・同施行令、関連告示 

・2015 年版 建築物の構造関係技術基準解説書 

・鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説（日本建築学会） 

・鋼構造設計規準（日本建築学会）   その他、関連指針 

 

 

 

■ 架構イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

架構イメージ図 

（構造解析モデル） 
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■ 地盤概要 

・敷地内の地盤は、盛土層(B)以深、洪積層となる砂質土層と粘性土層、礫質土層の互層で構成されています。 

N 値にばらつきはあるが、深度毎の傾向は近似しており、ほぼ水平に分布するものと判断されています。 

・地下水位：T.P.+29.8～+28.4ｍ付近（B 層～Dsc1 層）で確認されています。 

・圧密試験結果によると、粘土層 Dc は「過圧密」状態であり、圧密沈下が生じるおそれはありません。 

・ボーリング No.3、6、8 における液状化検討結果によると、地表面加速度 200gal では液状化が発生しないため、

液状化のおそれのない地盤であると判断できます。 

地面加速度 150gal、200gal：各層の液状化係数は FL＞1.0（液状化は発生しない） 

地面加速度 350gal：Dsc1 層の一部で FL＜1.0（液状化が生じる層がある） 

液状化危険度 PL＝2.360:低い（No.3）、13.019:高い（No.6）、1.356:低い（No.8） 

地盤変位：Dcy＝0.013:軽微（No.3）、0.063:小（No.6）、0.012:軽微（No.8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基礎構造計画 

・杭基礎（高支持力杭）と地盤改良（深層混合改良）の比較検討結果から、杭基礎を採用します。 

・本敷地の地盤構成はＮ値にばらつきがあり明確な支持層が出現しないが、RC4 層の建物重量を支持するのに十

分な耐力を確保できるように、GL-18m 付近に分布する Dsc2 層（平均 N 値≒20）を杭先端位置とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杭先端 

杭先端 
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■基本方針 

１） 省エネルギー・自然環境に配慮した施設 

・照明器具は、全てLEDを採用し、省エネを図ります。 

・昼光センサー、人感センサーで照明制御を行い、消費電力量の低減を図ります。 

・太陽光発電設備を設置して自然エネルギーを積極的に活用します。 

・リチウムイオン蓄電池を設置して太陽光発電設備の発電した電気を無駄なく活用します。 

 

２） 将来の増設・更新に対応可能な施設 

・電力及び情報通信に対しては、増設、更新を見据えて柔軟に対応できるなようにＥＰＳに予備スぺースを見込んだ 

計画とします。 

 

３） 各設備方針 

・受変電設備及びリチウムイオン蓄電池は、校舎１階の電気室に設置します。 

・受変電設備は、増設や更新を考慮した計画とします。 

・発電設備は太陽光発電設備を設置して自然エネルギーを積極的に活用します。太陽光発電設備で発電した 

電力をリチウムイオン蓄電池に充電し、全教室等の照明に活用します。 

・電灯設備は、諸室の用途と快適性を考慮して、文部科学省及びＪＩＳが定める照度を確保します。 

・情報表示設備は、親時計を職員室に設置し、教室などに子時計を設置します。グラウンドから見える位置には 

ポール子型時計を配置する計画とします。 

・映像・音響設備は、多目的ホール（サブアリーナ）、音楽室１．２、屋内運動場に利用目的に応じた計画とします。 

・拡声設備は、非常放送を、BGMやチャイム用の業務放送を備え、チャイム鳴動時間は学年ごとのゾーニングによ 

るエリア分けができる設定とします。鳴動時間の切替えスイッチはアンプと教室側のどちらかで操作できるなよう計 

画します。 

・誘導支援設備は、主要な出入口にカラーカメラ付インターホン子機を設置し、来客が職員室やセキュリティ室と 

通話できるよう計画します。 

・テレビ共同受信設備は、諸室の利用目的の情報を収集し必要な数量を見込んだ計画とします。 

・監視カメラ設備は、不審者の侵入を防ぐため、主要な出入口に２４時間監視できるようなカメラを配置します。 

 職員室に設置する監視モニターと録画装置で監視及び記録ができるよう計画します。 

・火災報知設備は消防法に基づき、自動火災報知設備を計画します。 

・中央監視設備は、空調は集中コントローラ、照明はグループパターンスイッチで運転状況エネルギー管理を行い 

ます。また、警報盤で各種主要機器の異常・故障を職員室で一括管理できるよう計画します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■耐震安全性 

・「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説（平成８年）」を基準として、耐震安全性を計画します。 

・「建築設備耐震設計・施工指針（２０１４年版）」に準拠した計画とします。 

・設備機器の設計用標準水平震度は下記とします。 

 設備機器の耐震クラス 

耐震クラスＳ ※耐震クラスＡ 耐震クラスＢ 

上層 

屋上及び塔屋 
２．０ １．５ １．０ 

中間階 １．５ １．０ ０．６ 

1階及び地階 
１．０ 

（１．５） 

０．６ 

（１．０） 

０．４ 

（０．６） 

・（  ）内の値は地階および1階（あるいは地表）に設置する水槽の場合に適用します。 

 

１） 耐震安全性の分類 

 建築設備 「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説（平成８年）」における甲類 

 

２） 設備機器の固定 

 分類 特定の施設 

 重要機器避難、消火等の防災機能を果たす設備機器 ：受信機 

 

 

■適用基準 

・設備計画では、下記図書を基準として適用する。 

建築設備工事共通仕様書（２０２０年度版）公益社団法人日本建築家協会監修 

建築設備設計基準（平成３０年版） 国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修 

建築設備計画基準（平成３０年版） 国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修 

公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成３１年版） 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成３１年版） 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 

公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（平成３１年版） 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 

官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説（平成８年版） 建設大臣官房官庁営繕部監修 

建築設備耐震設計・施工指針（２０１４年版） 日本建築センター 

社団法人日本電気協会「内線規程（最新版）」 
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■受変電設備 

・屋内型キュービクルを校舎１階の電気室に設置します。電気室の配置は更新計画を考慮した計画とします。 

・キュービクル２次側の幹線ケーブルは増設及び更新を考慮して余長を見た計画とします。 

・増設に対応できるよう裕度を見込んだ変圧器容量の計画とします。 

・増設及び更新による変圧器の搬入が可能なメンテナンススペ－スを確保した計画とします。 

・増設による受変電設備追加に対応できるよう高圧幹線分岐が可能なようにき電盤を設置できる予備スペースを 

 １面分確保します。 

 

受電方式 １回線受電  

電気方式 ３φ３Ｗ ６．６ｋＶ  

盤仕様 屋内キュービクル  

設備方式 ＣＢ型 国土交通省の基準により３００ｋＶＡ以上は、ＣＢ型を採用します。 

主要機器 主遮断器 ＶＣＢ 

 分岐遮断器 ＬＢＳ＋限流ヒューズ 

 保護継電器 不足電圧継電器、過電流継電器 

 変圧器 単相：  モールド１００ｋＶＡ×３台（不平衡負荷の制限） 

  三相：  モールド５００ｋＶＡ×１台 

 進相コンデンサ ５３．２ｋvar×２台 高圧側設置 

接地工事 Ａ・Ｄ共用、Ｂ、Ｃ、Ｄ（ＥＬＢ）、通信、弱電、測定用×２ 

保護協調 過電流継電器は過電流による波及事故防止 

不平衡負荷 単相１５０ｋＶＡ×２台不可の理由：（１５０－０）／（８００×１／３）×１００＝５６％＞３０％  

 単相３００ｋＶＡ×１台不可の理由：（３００－０）／（８００×１／３）×１００＝１１２％＞３０％  

変圧器コスト比較  

変圧器容量 油入（円） モールド（円） 備考 

１φ１００ｋＶＡ ３４５，０００ ９６８，０００ 建設物価２０２０年１１月Ｐ５９３ 

１φ１００ｋＶＡ ３４５，０００ ９６８，０００ 建設物価２０２０年１１月Ｐ３６３ 

１φ１００ｋＶＡ ３４５，０００ ９６８，０００ 建設物価２０２０年１１月Ｐ３６３ 

３φ５００ｋＶＡ １，５５０，０００ ４，２１０，０００ 建設物価２０２０年１１月Ｐ５９３ 

工事費 ４９４，０００ ４９４，０００  

合計 ３，３７９，０００ ７，６０８，０００  

備考 教育施設の室内で使用するにあたり、安全性を重視し、モールド変圧器を選定してい

ます。モールド変圧器を選定することで発火の恐れが無く、耐熱性、湿気、塵埃に強く

絶縁性能低下のリスクが少なくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発電設備 

  太陽光発電設備 

・自然エネルギーの積極的利用を目的に屋上に太陽光発電設備を設置します。発電した電力は商用電力と 

低圧連携します。太陽光パネルは近隣への光反射を考慮して防眩仕様とします。太陽光発電で発電した 

電力をリチウムイオン蓄電池に充電し、夜間市民開放される屋内運動場の照明に活用します。 

 

太陽光アレイ出力 ３０ｋＷ （４５教室＋職員室＋保健室の照明分） 

アレイ方式 多結晶 

パワーコンディショナ 自立運転機能（停電時、太陽光が発電している場合に商用電源から切り離された特定 

 負荷に電気を供給できる機能を有すること。） 

系統連携 低圧連携 

逆潮流 有  

蓄電池 リチウムイオン電池：３０ｋW 

リチウムイオン蓄電池選定理由 

蓄電池種別 リチウムイオン蓄電池 鉛蓄電池 

許容周辺温度 ４５℃ ２５℃ 

冷却の必要性 小 大 

放電充電回数 １１,０００回 

（寿命１０～1５で電池交換） 

１,０００回 

（寿命は５年だが２年半で電池交換）

２０年電池交換費（千円） ８，９００（１～２回） １２，0００（８回） 

太陽光発電設備と連携可能な蓄電池は鉛蓄電池とリチウムイオン蓄電池の２種類となります。常時夜間利用

するので放電充電回数が多く、長寿命なリチウムイオン蓄電池を採用します。ただし、リチウムイオン蓄電池も

周囲温度４５℃で電池寿命に影響が出るので、冷房を設置している温度管理された電気室に設置します。 

 

太陽光パネルの反射光低減 

パネル種別 一般形仕様 防眩仕様 

 

 

 

 

概要図  

 

 

 

コスト（円/枚） ５５，１００ ５７，６００ 

周辺環境への光害の起因となることを予防するため、防眩仕様のパネルを採用します。 

 

太陽光の直接光

を凹凸構造で拡

散するため反射

光の強さを一般

形仕様約 1/10

に低減することが

出来きます。 
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５－１.　電気設備計画概要

（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書



  

 

■幹線設備 

・屋内キュービクル低圧盤の２次側より各ＥＰＳを経由して、電灯分電盤、動力制御盤に電源供給可能なように計 

画します。 

 

電気方式 １φ３Ｗ ２１０／１０５Ｖ ３φ３Ｗ ２１０Ｖ 

幹線方式 ケーブルラック方式（縦及び横引きに設置する） 

電圧降下 亘長６０ｍ以下 ２％以下 

 亘長１２０ｍ以下 ３％以下 

ケーブル ＣＶケーブル、ＣＶＴケーブル 

配管 露出 屋内：ねじなし電線管 

     屋外：厚鋼電線管 

 

■動力設備 

・換気・衛生及び消火ポンプに対して、温度管理された1階の電気室に動力制御盤を設置し、制御盤以降の配管 

配線の設置を行います。ただし、屋内運動場のように、電気室から離れた制御が必要な換気機器について 

は、ケ―ブルの亘長が長くなり電圧降下が高くなることに対してケーブル太さをサイズアップして対応すると、 

コスト増となるため、そのような場合はエリア毎に動力制御盤を設置します。電圧降下が少なくなるケーブル 

サイズになるように配慮した計画とします。空調機器について電源送りが必要な負荷に対して、エリア毎に 

動力盤を設置します。動力盤以降、配管配線の設置を行います。 

空調調和、換気、衛生設備にて設置した機器は、配線の接続を本工事にて行います。 

 

電気方式 ３φ３Ｗ ２１０Ｖ 

動力盤 屋内：自立型 屋外：自立型 

空調方式 個別空調 

熱源 ガス 

機器保護 短絡保護、過電流保護 

監視 警報盤 

始動方式 １１ｋＷ未満：直入り始動 

 １１ｋＷ以上：スターデルタ始動 

ケーブル ＣＶケーブル、ＣＶＴケーブル 

配管 露出 屋内：ねじなし電線管、屋外：厚鋼電線管 

 

■電灯設備 

・各階の電灯分電盤以降、照明器具及び配線器具までの配管配線及び機器の設置・調整を行います。 

照明器具は機能的で，メンテナンス性が高く、安全かつ経済性に優れたＬＥＤを、部屋用途に応じたグレア抑制、 

演色性を考慮して計画を行います。 

・職員の負担が軽減できるように、人感センサーやフル２線リモコンスイッチによる照明制御を行い省力化できる 

よう計画します。 

  

  

電気方式 １φ３Ｗ ２１０／１０５Ｖ  

光源 ＬＥＤ 

設計照度 文部科学省及びＪＩＳ Ｚ ９１１０－９４に準拠。 

部屋名 器具形状 設計照度（ｌｘ） 演色評価数 備考 

昇降口 ダウンライト １００ Ra８０以上  

校長室（応接室） 下面開放型 ３００ Ra８０以上  

職員室 下面開放型 ３００ Ra８０以上  

会議室 下面開放型 ５００ Ra８０以上  

教室 下面開放型 ５００ Ra８０以上  

特別教室 下面開放型 ５００ Ra８０以上  

準備室 下面開放型 ３００ Ra８０以上  

教師教材室 下面開放型 ３００ Ra８０以上  

休憩室 下面開放型 ３００ Ra８０以上  

更衣室 逆富士型 １５０ Ra８０以上  

ＷＣ ダウンライト ２００ Ra８０以上  

機械室・電気室 逆富士型 ２００ Ra６０以上  

倉庫 逆富士型 １５０ Ra６０以上  

共用部（廊下） ダウンライト １００ Ra８０以上  

屋内運動場 高天井用シーリングライト ３００ Ra８０以上  

照明制御 共用部（廊下）・会議室 フル２線リモコンスイッチ 

 職員室 フル２線リモコンスイッチ＋昼光センサー 

 多目的ホール（サブアリーナ）  

屋内運動場（ステージ） 

調光スイッチ 

 ＷＣ・更衣室 人感センサー（点滅） 

 教室・倉庫・閉架書庫 片切・両切スイッチ 

誘導標識 誘導標識は消防法に準拠する配置計画とします。 

分電盤 ＥＰＳ内：露出型  

ケーブル ＶＶＦケーブル、ＣＰＥＶＳケーブル 

配管 露出 屋内：ねじなし電線管、屋外：厚鋼電線管 隠蔽：ＰＦ管 

屋内運動場 舞台照明：演出用照明及び調光装置を設置 

  

用語 フル2線リモコンスイッチ ２本通信線ですべてのスイッチを多重伝送によるネットワークでオンオフを行

う照明制御方式のこと。職員室でフル2線全アリアの一括点灯消灯が可能。

 昼光センサー       昼室内の明るさの自動検知し照明器具の光量を調光する照明制御。室内

が明るいとき照明の照度をしぼる方式 

 人感センサー（点滅）   人間の所在を検知するためのセンサーで検知してオンオフする照明制御の

方式 

 片切スイッチ スイッチ内部の２本の線のうち片方をオンオフする方式 

 両切スイッチ スイッチ内部の２本の線のうち２本オンオフする方式 
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５－１.　電気設備計画概要

（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書



  

 

■コンセント設備 

・電源の必要な機器の配置や使い勝手に配慮したコンセント配置を計画します。 

 

電気方式 １φ３Ｗ ２１０／１０５Ｖ 

配線器具 一般コンセント：抜け止めアース付 

設置基準 （目安）設計基準参照 

職員室 ８㎡／個  

会議室 １０㎡／個 

共用部（廊下） ２０ｍ／個 

倉庫 １個 

電気室・機械室 １個以上 

調理室・被服室 冷蔵庫×２台、オーブンレンジ×８台、炊飯器×８台、ミシン１３台、

乾燥機付洗濯機×１台、アイロン×９台、 

理科室 電子顕微鏡等実験機器 

図工室・技術室 電動ノコギリ×８台、卓上ボール×８台、集塵機×１台、 

ハンダ×２０台 

音楽室 音響機器 

多目的ホール 

（サブアリーナ） 

映像・音響機器 

放課後児童会室 業務用冷蔵庫×２台、ホットプレート４台 

配膳室 牛乳用冷蔵庫×２台、冷凍庫×２台 

印刷室 複合機（想定） 

屋内運動場 舞台照明、映像・音響設備 

メイングラウンド イベント用電源 
 

 その他各居室に必要個数設置する。 

ケーブル ＶＶＦケーブル 

配管 露出 屋内：ねじなし電線管、屋外：厚鋼電線管 隠蔽：ＰＦ管 

 

■構内情報通信網設備 

・職員室に設置するサーバーから各ＥＰＳ内に設置する弱電用ラック及び各弱電ラックから各教室まで、LAN 

システムを構築できるよう空配管対応を計画します。 

 

配線方式 幹線：ケーブルラック方式 

 分岐：空配管 

配線器具 情報用アウトレットモジュラージャック８極８芯（Ｃａｔ６） 

配管 壁内： ＰＦ管 天井内：ＰＦ管 

 天井内：ＰＦ管 

 

 

 

■構内交換設備 

・職員室内に設置する電話主装置から各ＥＰＳ内に設置する端子盤、端子盤から各居室まで、電話機が通話 

可能なようにシステムを構築できるように計画します。 

・電話番号は各学年教員用９番号分と管理職で２番号分のダイヤルイン方式で計画します。 

 

配線方式 幹線：ケーブルラック方式 

 分岐：ＥＢＴケーブル 

交換機 電話主装置 

外線 ８回線 

電話機 外線：多機能電話機 ２３台 内線：一般電話機：２０台 

配線器具 電話用アウトレットモジュラージャック６極４芯 

ＭＤＦ盤 １階ＥＰＳ室 

端子盤 ＥＰＳ内：露出型 

総合盤 職員室 ４面体設置  

配管 壁内： ＰＦ管  天井内：ＰＦ管 

 

■情報表示設備 

・授業の開始、終了時間を確認するため、職員室に親時計を設置、各教室及び共用部に電気時計を設置します。

・親時計の時間補正用としてＲ階に電波用ＦＭアンテナを設置します。 

 

親時計 壁掛型：４回線 プログラムタイマー内蔵型 

子時計 共用部、教室：壁掛型 ３１０φ 

 屋内運動場：壁掛型 ９００φ ガード付 

ケーブル ＡＥケーブル 

配管 露出 屋内：ねじなし電線管、屋外：厚鋼電線管 隠蔽：ＰＦ管 

 

■映像・音響設備 

１） 多目的ホール（サブアリーナ） 

・多様な授業カリキュラムを円滑に行えるように多目的ホール（サブアリーナ）に映像音響設備を設置します。 

 

増幅器形式 ラック型 

付属品 操作ワゴン、マイクロホン、プログラムチャイム 

映像装置 天井吊型プロジェクター 

モニター スクリーン（建築工事） 
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５－１.　電気設備計画概要

（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書



  

 

２） 音楽室１．２ 

・音楽鑑賞などの授業カリキュラムを円滑に行えるように音響設備を設置します。 

 

増幅器形式 ワゴンアンプ 

付属品 ＣＤ/ＳＤ/ＵＳＢプレーヤー 

 

３） 屋内運動場 

・学校行事（入学式、卒業式、学園祭等）イベント用に音響設備を設置します。 

 

増幅器形式 ワゴンアンプ 

付属品 ＣＤ/ＳＤ/ＵＳＢプレーヤー、有線マイク、無線マイク、マイクスタンド（卓上、床置）、 

 ワイヤレスアンテナ 

 

■拡声設備 

・消防法に基づくほか、館内放送によるBGM、チャイムが聴取可能なように非常放送用アンプを職員室に設置 

します。放送室に業務放送用アンプのラック型とデスク卓を設置します。チャイムは４５分授業・５０分授業の 

カリキュラムに合わせて制御します。切替スイッチをアンプ側または教室側に設けて４５分授業・５０分授業のチャ 

イムを切替ができるように計画します。 

・消防法に準じ各階各室のスピーカー等を設置します。 

 

増幅器形式 ラック形、デスク型 

増幅器容量 共用部：２４０Ｗ、小学校：２４０Ｗ、中学校：２４０Ｗ、校庭：３６０Ｗ 

付属品 マイクロホン、プログラムチャイム（電気時計親機から時刻補正信号を受信） 

スピーカ― 室 名 形 式 

共用部（廊下） 天井埋込スピーカー 

昇降口 天井埋込スピーカー 

校長室（応接室）・会議室 天井埋込スピーカー 

職員室 天井埋込スピーカー 

多目的ホール（サブアリーナ） 天井埋込スピーカー 

教室・特別教室 天井埋込スピーカー 

倉庫 壁掛型スピーカー 

閉架書庫 壁掛型込スピーカー 

屋外 ホーン型スピーカー 
 

ケーブル ＨＰケーブル 

配管 露出 屋内：ねじなし電線管、屋外：厚鋼電線管 隠蔽：ＰＦ管 

 

 

 

 

 

■誘導支援設備 

１） トイレ呼出表示装置 

・ＨＷＣに呼出ボタンを設置し、気分が悪くなったり、体調に異変があった場合などの緊急時にトイレ前廊下の表示灯

と職員室に設置したトイレ呼出表示盤で表示して職員が駆けつけ対処できるよう計画します。 

 

表示装置 壁掛型：８窓 

呼出装置 各階ＨＷＣ、紐付き押しボタン２箇所 

表示灯 出入口扉上部 

復旧ボタン 出入口 

ケーブル ＡＥケーブル 

配管 壁内：ＰＦ内 

 

２） 外部受付インターホン設備 

・来客用に西門（正門）、東門（正門）、地域玄関、配膳室にカラーカメラ付インターホン子機を設置し、職員室及び

セキュリティ室からインタ―ホン親機で門扉の開錠ができるように計画します。 

 

インターホン親機 職員室・セキュリティ室 

用途 外部受付用インターホン 

通話網方式 相互式 

 

３） エレベーターインターホン設備 

・エレベーター用かご内と職員室とを相互に通話できるインターホン設備を計画します。インターホン機器は 

昇降機設備工事にて設置します。ケーブルの機器接続及び配管配線は本工事とします。 

 

ケーブル ＦＣＰＥＶケーブル 

配管 露出 屋内：ねじなし電線管 屋外：厚鋼電線管 隠蔽 ＰＦ管 

 

■テレビ共同受信設備 

・屋上に地上波デジタル用とＢＳ・ＣＳ用アンテナを設置し、各居室で地上デジタル放送が受信できるように 

システムを計画します。４Ｋ・８Ｋ受信対応可能な機器を採用する計画とします。 

 

アンテナ 地上デジタル ＵＨＦ２０素子 ＢＳ・ＣＳ１１０°９００φ 

増幅器 各階ＥＰＳ内端子盤に設置 ＢＳ・ＣＳ・ＵＶ－１ 

分配方式 分岐分配方式 

テレビ端子 １端子形 

ケーブル 幹線：Ｓ－７Ｃ－ＦＢ 分岐：Ｓ－５Ｃ－ＦＢ 

配管 露出 屋内：ねじなし電線管 屋外：厚鋼電線管 隠蔽 ＰＦ管 
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■監視カメラ設備 

・監視及び侵入・犯罪を抑止するために、屋外及び各必要箇所に設置した監視カメラの映像を職員室とセキュ 

リティ室から監視できるように、監視カメラ装置のシステムを計画します。 

 

表示装置 液晶ディスプレイ ２３インチ カラー 

録画装置 ＨＤＤ ４ＴＢ 

ケーブル ＵＴＰケーブルCａｔ５ｅ 

配管 露出 屋内：ねじなし電線管 屋外：厚鋼電線管 隠蔽 ＰＦ管 

 

■防犯・入退室管理設備 

・防犯設備は委託業者の業務時間外の夜間監視用で機械警備システムを構築できるよう、空配管対応にて計画 

計画します。電源送りを本工事にて計画します。 

  

管理方式 委託 

受信機 職員室にスペース確保 

センサー ボックス設置 

配管 露出 屋内：ねじなし電線管 屋外：厚鋼電線管 隠蔽 ＰＦ管 

 

■火災報知設備 

・消防法に基づき、火災を自動的に検知し建物内に報知する自動火災報知設備を計画します。 

・安全な避難及び消火活動が行えるように、火災の早期発見と火災の延焼防止処置を計画します。 

・職員室に受信機を設置する計画とします。セキュリティ室に副受信機を設置します。 

 

受信機 ＧＰ型１級 ８０回線 

発信機 表示灯一体型 

感知器 煙感知器及び熱感知器 

連動制御 消火設備、防犯設備、エレベーター 

警報表示 消火設備運転・消火水槽満水減水 

防火戸連動制御 自火報受信機一体 

感知器 防火戸専用 煙感知器 

防火戸 ラッチ式 

ケーブル ＨＰケーブル、ＡＥケーブル 

配管 露出 屋内：ねじなし電線管 屋外：厚鋼電線管 隠蔽 ＰＦ管 

 

 

 

 

 

 

 

■構内配電線路設備 

・構内引込柱（1号柱）の電力会社責任分界点から本工事で引込みを行います。構内引込柱から電気室まで 

 地中埋設配管配線を設置します。 

・敷地内に夜間照明用の外灯の光源をLEDにて計画します。 

・外部照明については、自動点滅器とタイマーによる点滅を行います。 

 

電気方式 ３φ３Ｗ ６．６ｋＶ １φ３Ｗ ２１０／１０５Ｖ ３φ３Ｗ ２１０Ｖ 

配線方式 地中埋設 

外灯光源 ＬＥＤ 

外灯仕様 ポールライト、庭園灯 

外灯点滅方式 自動点滅器にて点灯、タイマーにて消灯 

ケーブル ＣＶケーブル、６．６ｋＶＣＶＴケーブル 

配管 露出 屋外：厚鋼電線管 地中 ＦＥＰ管 

 

■構内通信線路設備 

・通信引込：電話回線・光ケーブル・予備を構内引込柱（1号柱）から職員室まで地中埋設を経由して空配管を 

 ＥＰＳ内ＭＤＦ盤まで設置します。 

・メイングラウンド及びサブグラウンド、まなびの森に屋外時計ポール型及び地中埋設配管配線を設置します。 

・西門（正門）、東門（正門）、地域玄関にカラーカメラ付インターホン子機及び地中埋設配管配線を設置します。 

・外部に防犯用監視カメラ及び地中埋設配管配線を設置します。 
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Ｒ階平面図　1/400

30°
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５－２.　太陽光発電設備配置図

（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書



■基本方針 ２）設計条件

１）安全性 ①屋外温湿度条件

・ 児童及び職員が安心して施設利用できるよう、設備機器の耐震支持、天吊機器の落下防止に努め、安全性の高 ・ 外気温湿度条件は、国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修「建築設備設計基準（平成30年）

い施設とします。 より、「大阪」の数値を採用するものとし、下表の通りとします。

・ 施設管理の立場で、操作性に優れ、安全性の高い設備とします。

２）機能性

・ 機器及び配管等の維持管理・更新が容易に行える計画とします。

・ 集中リモコンを設置し、空調機の一括管理（消し忘れ防止）が出来る計画とします。

３）快適性

・ 健康的で快適な温熱環境及び空気清浄度を確保します。

・ 日射遮蔽や自然通風などパッシブな手法を取り入れます。 ②屋内温湿度条件

・ 屋内温湿度条件は、下表の通りとします。

４）経済性

・ 既製品、汎用品の採用によりイニシャルコストの縮減を図ります。

・ 高効率機器を採用し、ランニングコストの縮減を図ります。

５）社会性 ※夏季の相対湿度は「成行」とし、上表内数値は能力算定上の基準値とします.。

・ 低炭素社会実現に向けて、環境に配慮した省エネルギー，省資源型のエコスクールを目指します。 ※加湿装置の実装は無しとし、必要に応じて別途ポータブル加湿器等別途による対応を想定します。

６）環境性 ３）空調設備概要

・ 節水を考慮し、節水型の衛生器具を採用します。 ①空調熱源

・ ヒートポンプを活用した空調で省エネルギーに配慮し、地球環境への負荷を低減します。 ・ 空調設備は、個別制御性に優れた空冷ヒートポンプ式ビル用マルチエアコンによる個別分散空調方式を

基本とします。ビル用マルチエアコンの熱源は、イニシャルコスト・ランニングコスト・環境性を考慮してガス

■適用基準 方式（都市ガス）とます。多目的ホールのエアコン室外機は、停電時でも空調対応可能とするため、自立

機械設備計画では、下記図書を基準として適用します。 運転型とします。

・ 建築設備設計基準（平成30年版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修 教室等とは利用時間帯の異なるセキュリティ室や配置系統から離れた校務員室・１階配膳室は、個別の

・ 公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成31年版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 電気式空冷ヒートポンプエアコンを設置する事とします。

・ 公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（平成31年版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 また、年間を通して冷房運転が必要な電気室は、単独系統とし設備用エアコン（冷房専用型）を設置する

・ 官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説（平成8年版）  建設大臣官房官庁営繕部監修 事とします。

・ 建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）　日本建築センター 電気室の設備用エアコンの容量は、必要負荷の50％×２台分とし、故障時のリスク低減が可能な計画とし

機器の仕様は公共建築工事標準仕様とする。 ます。

「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説（平成8年版）」における建築設備の耐震安全性の分類を甲類とし、大地震

発生時における災害対策拠点として継続利用できるような設備計画とする。 ②空調方式

・ ゾーニングによる各系統のエアコン室外機を4階屋上の室外機置場に設置します。各室の室内機形式は

■空気調和設備 下記の通りとします。

１）基本方針 教室・職員室など ： 天井カセット型

各室の利用用途・状況等に応じて、適切な環境が得られるように計画します。 多目的ホール・２階メディア・３階メディア ： 天井埋込ダクト型

また、全体として設備機器のメンテナンスが容易にできるように計画します。 セキュリティ室・校務員室・授乳室・教材室 ： 壁掛型

・ 省エネルギー、省資源を推進し、環境に配慮した空調を目指します。 屋内運動場 ： 床置ビルトイン型

・ 機能的に優れ、維持管理の省力化を考慮した設備を選択します。 電気室 ： 床置直吹型

・ 将来の設備更新を考慮して、更新容易な設備配置計画とします。

・ 設備の長寿命化を目標とし、また有害物質や環境に影響のある物質の使用を避けます。 ③運転方法

・ 騒音、振動等に配慮した機器の設置を計画します。 ・ 空調機器は、職員室に集中管理装置を設置し、一括運転・停止等全室の制御を行えるようにします。また、

必要に応じスケジュールタイマーを設置します。

比エンタルピ

（℃） （℃） （g/kgDA） （％） （kJ/kg）

10.5 50.0

22.0 13.9 6.6 40.0

18.726.0

乾球温度 湿球温度 絶対湿度 相対湿度 比エンタルピ

（℃） （℃） （g/kgDA） （％） （kJ/kg）

夏季

9時 31.6 25.9 18.8

14時 35.4 26.3 17.9

63.7 79.9

12時 34.7 26.3 18.2 51.9 81.6

49.0 81.5

16時 35.0 26.0 17.5 49.0 80.0

8.3

夏季 教室等

冬季 教室等

冬季 2.0 -0.6 2.5 57.9

52.9

38.9

乾球温度 湿球温度 絶対湿度 相対湿度

54（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

６－１.　機械設備計画概要



４）換気設備概要 ■給排水衛生設備
・ 室内環境維持の為に外気の取り入れ、室内空気の排気を行います。換気の因子と必要量を把握し、法的な規制 １）基本方針

値を考慮して計画します。 学校における給排水衛生設備は、利用者の衛生面に関していっそうの配慮が必要なことに加え、安全性、

・ 冷暖房設備を設置する室の換気設備は原則全熱交換型換気扇とし、第1種換気方式とします。シックハウス対応 機能性について身障者及び高齢者に十分配慮します。

の24時間換気は専用の換気扇を設置するか、又は一般換気の全熱交換型換気扇の24時間換気モード付にて計 ・ バリアフリー・衛生面を含め安全で安心な学校づくりを目指します。

画します。 ・ 機能的に優れ、維持管理がしやすく、快適な設備を提供します。

・ 全熱交換型換気扇の運転方法についても空調同様に、職員室に集中管理装置を設置し、一括運転・停止等の制 ・ 節水・省エネルギー・省資源を積極的に推進し、環境への影響を少なくします。

御が行えるように計画します。 ・ 設備は長寿命化に対応し、更新容易な設備配置計画を実施します。

・ 各学年ごとのラウンジ・科目ごとのメディアスペースは、授業での利用を想定し、教室の空調された空気と外気を混

合して供給するカスケード方式とし、屋外よりも良好な温湿度環境に配慮する計画とします。 ２）衛生器具設備概要

・ 一時的な作業場所としての利用が想定される教材室と給食の一時保管場所である配膳室(2～4階)についても、 衛生器具は、障害のある児童、教職員及び学校開放時の高齢者、身障者の利用を考慮して、利用者・使用

教室の空調された空気を利用するカスケード方式とし、屋外よりも良好な温湿度環境に配慮する計画とします。 目的にあった器具の選定を行います。

・ 調理室のコンロ排気系統は、屋上に給排気ファンを設置し、必要換気量を確保するものとします。 ・ 休み時間等には同時使用水量が多くなるため、節水型器具を積極的に採用し、水資源の有効利用を

・ 臭気・油脂分を含む調理室排気系統は、窓などの開口部や外気取入ガラリと適切な距離を確保して屋外に放出す 図ります。

る計画とします。 ・ 陶器類は、耐久性に優れ清掃が容易な防汚加工品とします。

・ 安全性が高く、やけどやケガをしない器具を選定します。

①居室の必要換気量・換気方式 ・ 清潔なデザインを選定します。

・ シックハウス対応の換気量（24時間換気） ・ 衛生上、手を触れないで使用できる自動洗浄式を優先的に採用します。

換気回数＝0.3[回/h]以上 ・ 連合手洗器や流し台水栓は、ひじや手の甲で扱えるレバー式とします。

・ 収容人数による換気量

必要換気量[ /h]＝室の収容人数[人]×1人当たりの必要換気量（＝30）[ /h・人] ３）給水設備概要

※普通教室における換気回数の目安は、35人学級：5.9[回/h]　40人学級：6.7回/h]とします。 ・ 北側前面道路の水道本管250φより50φで引き込み、受水槽約45 （有効容量）を設置して貯水し、以降、

※『「換気の悪い密閉空間」を改善するための換気の方法』(厚生労働省）における①機械換気による方法を満足しています。 加圧給水ポンプユニットにて建物内の必要箇所に供給します。

・ 全熱交換型換気扇による第1種機械換気方式 ・ 給水方式及び水量計算については、市水道局と十分協議し決定します。

・ 雨水については薬注装置により滅菌処理を行い植栽用散水へ利用します。

②付属室の必要換気量・換気方式 ・ 受水槽はステンレス製パネルタンクとします。

・ トイレ・倉庫等の付属室の必要換気量は、建築設備設計基準に準拠して計画します。換気風量、換気方式は下記 ・ 放課後児童会室・地域ラウンジの流し台水栓は単独系統とし、個別に計量可能な私設メーターを設置します。

を基準とします。 ・ 概略給水計算（受水槽容量算定基準）は以下とします。

トイレ ： [回/h]

倉庫・更衣室 ： [回/h] ①計画人員

印刷室 ： [回/h] 教職員　　　　： 80人　　　児童生徒　　　：33人/クラス×4クラス×9学年＝1188人 合計：1268人

シャワー室・脱衣室 ： [回/h] ②1日使用水量

電気室 ： [回/h] 教職員　　　　：　　80人×70[L/人・日]＝    5,600[L/日]

配膳室(1階) ： [回/h] ※食缶等の保管時間の長い1階は、第1種機械換気方式 児童生徒　　 ： 1188人×70[L/人・日]＝  83,160[L/日] 合計：88,760[L/日]

配膳室(2～4階) ： [回/h] ※全熱交換型換気扇から ③1日平均使用時間

教材室 ： [回/h] 　のカスケードを見込む 9[h]

学年ラウンジ、メディアスペース ： 上記、収容人数による換気量に準じる ④時間平均予想給水量

・ 天井換気扇、シロッコファンによる第3種機械換気方式 88,760[L/日]÷9[h]　　　＝9,863[L/h]

　                             ＝　165[L/min] ※推奨流速を考慮して、引込口径50φとします。

③火気を使用する室の必要換気量・換気方式 ⑤受水槽容量

・ 調理室の必要換気量は、建築設備設計基準に準拠して計画します。調理台（IHコンロと想定）の換気風量は、厨 1日使用水量の50％とします。

房機器の電力消費量と室の換気回数（＝20回/h）を基に決定します。 88,760[L/日]×50％　　 ＝44,380[L]≒45[ ](有効容量)

⑥受水槽サイズ（加圧給水ポンプ室付）

５）自動制御設備概要 （1.5m＋1.5m）×（7m＋2m）×3ｍH　（受水槽45 ，ポンプ室3m×2m×3mH）

・ 各室エアコン及び全熱交換型換気扇の集中リモコン用の配管配線を行います。

・ 天井・EPS内での強電配線との混触・干渉を避けた適切な配管配線計画とします。

・ 停電や瞬時電圧低下の復電時には、速やかに各設備の停電前の状態に復旧する機能を有するものとします。

5

5

5
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5

5

5
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４）排水設備概要 ■配管・ダクト材料
・ 建物内汚水・雑排水分流方式とし、雨水・汚水分流方式とします。

・ ２敷地期統合に伴い迂回の必要な東側の下水本管250φは、市下水道局と十分協議し決定します。 ・ 冷媒配管 ： 冷媒用断熱材被覆銅管（製造者標準品）

・ 建物内の汚水は、校舎北系統を北側前面道路の下水本管300φのマンホールへ200φにて放流するものとします。 ・ ドレン配管 ： 配管用炭素鋼鋼管（白管）＋　グラスウール保温筒

校舎南系統と屋内運動場系統を西側前面道路の下水本管200φへ150φにて放流するものとします。 ・ 給気ダクト ： 亜鉛鉄板製ダクト　＋　グラスウール25mm断熱　/　保温付フレキシブルダクト

・ 汚水配管の勾配は、原則２/100とします。（交野市下水道課基準） ・ 還気ダクト ： 亜鉛鉄板製ダクト　＋　グラスウール25mm断熱　/　保温付フレキシブルダクト

※勾配緩和については市下水道局と十分協議し決定します。 ・ 排気ダクト ： 亜鉛鉄板製ダクト　/　スパイラルダクト　＋　（外壁より2ｍ以内のみ）グラスウール25mm断熱

・ 小口径汚水桝を設置する場合は、下記仕様とします。 ・ 排気ダクト ： ステンレスダクト　/　ステンレスフレキシブルダクト　＋　

深さ80cm以下 ： 桝径 150φ （外壁より2ｍ以内のみ）グラスウール25mm断熱

深さ80～150cm以下 ： 桝径 200φ （調理室コンロ排気）ロックウール50ｍｍ断熱　＋　水抜管　+　点検口

深さ150～200cm以下 ： 桝径 300φ ※多湿箇所（調理室、シャワー室、脱衣室）

・ 外気ダクト ： 亜鉛鉄板製ダクト　/　スパイラルダクト　＋　（外壁より2ｍ以内のみ）グラスウール25mm断熱

５）給湯設備概要 ・ 給水管(上水) ： 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（SGP－VD） ※給水引込部

・ 放課後児童会室の流し台給湯には、ガス瞬間式湯沸器を単独設置します。 ・ 給水管(上水) ： 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（SGP－VA）　＋　グラスウール保温筒 ※一般部

・ 各所のシャワー室、調理室の流し台給湯には、湯切れ対策としてガス瞬間式給湯器を設置します。 ・ 給水管(上水) ： 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（SGP－VD） ※地中埋設部

・ その他休憩室などの流し台給湯には、貯湯式電気温水器を設置します。 ・ 給水管(中水) ： 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（SGP－VB）　＋　グラスウール保温筒 ※一般部

(対象室：保健室、休憩室、校長室、授乳室、職員室、各階の支援教室) ・ 給水管(中水) ： 水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（SGP－VD） ※地中埋設部

・ 雑排水管 ： 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）　＋　グラスウール保温筒 ※一般部

６）消火設備概要 ・ 汚水管 ： 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）　＋　グラスウール保温筒 ※一般部

・ 消防法、同施行令、同施行規則に準拠し、以下の設備を設置します。 ・ 汚水管 ： 硬質ポリ塩化ビニル管（VP） ※地中埋設部

・ 用途は、令別表第１６項（ロ）に該当する複合施設（第７項：学校と第１５項：その他施設との複合施設）とします。 ・ 通気管 ： 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管（DVLP）　＋　グラスウール保温筒 ※一般部

・ メイングラウンド内に敷設されている既存の地下式消火栓は、残置する事とします。 ・ 給湯配管 ： 一般配管用ステンレス鋼管　＋　グラスウール保温筒

消火器 ・ 消火管 ： 配管用炭素鋼鋼管（白管） ※屋内消火栓

屋内消火栓（広範囲２号型）　 ・ ガス管 ： 配管用炭素鋼鋼管（白管）

※別棟扱いとなる屋内運動場棟は、校舎棟ポンプ室に校舎棟と兼用の消火ポンプユニットを設置する計画とします。

７）ガス設備概要

・ 都市ガス（１３A）を北側前面道路のガス本管150φから引込み、必要各所へ供給します。

・ 放課後児童会室のコンロ・ガス給湯器等は単独系統とし、個別に計量できる計画とします。

・ 各所のシャワー室、調理室の流し台給湯用ガス瞬間湯沸器及び調理室のガスコンロへ都市ガス（１３A）を供

給するものとします。

・ 空冷ヒートポンプ式ビル用マルチエアコン（GHP）の燃料配管は単独系統とし、個別に計量できる計画とします。

56（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

６－１.　機械設備計画概要



57（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

６－２.　空調機範囲区分図



58（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

６－２.　空調機範囲区分図



59（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

６－２.　空調機範囲区分図



60（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

６－２.　空調機範囲区分図
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61（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

６－３.　インフラ計画図



【掲載写真：株式会社TOTO】

器具名 職員用大便器 職員用小便器 職員用洗面器

種類 床置壁排水大便器・フラッシュタンク式 ウォシュレットPS2An 棚付二連紙巻器 壁掛壁排水自動洗浄小便器 洗面器 自動水栓 電気温水器

姿
写
真

器具名 児童用大便器 児童用小便器 児童用洗面器 HWC

TENA50AW REW12A1BH

仕様 大4.8L・小3.6L／掃除口付
擬音装置付／ノズルきれい／

便器洗浄リモコン（センサースイッチ）
棚板：ステンレス製／本体：樹脂製

掃除口付／
インターバル排水管洗浄

アンダーカウンター式 混合水栓／発電タイプ
洗面・手洗い用

耐震用脚／温度調節／
12Lタイプ／ウィークリータイマー

型番 CFS497BC TCF5523AES YH702 UFS900JCS L548U

自動水栓 コンパクト多機能トイレパック洗面器

姿
写
真

種類 床置壁排水大便器・フラッシュタンク式 普通便座 棚付二連紙巻器 壁掛壁排水自動洗浄小便器

アンダーカウンター式 単水栓 壁掛式／汚物流しあり

TENA41A UADAK21R1A1ADD2BA

仕様 大4.8L・小3.6L／掃除口付 抗菌 棚板：ステンレス製／本体：樹脂製
掃除口付／

インターバル排水管洗浄

型番 CFS497BC TC291 YH702 UFS900JCS L548U

緊急止水弁付横水栓 洗濯機パン740サイズ種類 掃除用流し 横水栓 横水栓 シングル混合水栓 電気温水器

器具名 掃除用流し 連合流し水栓 各所流し台 洗濯機用衛生器具

型番 SK22A T23AEQ20C T200BSQ13C TLG10301J REW12B2BH TW11GR PWP740N2W

姿
写
真

洗面・手洗い用(適温出湯）
耐震用脚／温度調節／

12Lタイプ／ウィークリータイマー
仕様 送り座付 吐水口回転 エコシングル

イメージ写真

62（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

６－４.　衛生器具姿図（参考図）



【掲載写真：株式会社LIXIL】

器具名 職員用大便器 職員用小便器 職員用洗面器

種類 床置壁排水大便器・クイックタンク式 シャワートイレPA 棚付二連紙巻器 壁掛壁排水自動洗浄小便器 洗面器 自動水栓 電気温水器

姿
写
真

器具名 児童用大便器 児童用小便器 児童用洗面器 HWC

AM-300TC EHPN-CA12ECV4

仕様 大5L・小3.8L／掃除口付
擬音装置付／

便器洗浄リモコン（センサースイッチ）
棚板：ステンレス製／本体：樹脂製 設備保護洗浄 アンダーカウンター式

混合水栓／発電タイプ
引き棒なし

洗面・手洗い用
耐震用脚／温度調節／

12Lタイプ／ウィークリータイマー

型番 BC-P110PM・DQ-PA150PCH CW-PA11FL-NE/CWA-278 CF-AA64S U-A51AP L-2295

自動水栓 コンパクト多機能トイレパック洗面器

姿
写
真

種類 床置壁排水大便器・クイックタンク式 普通便座 棚付二連紙巻器 壁掛壁排水自動洗浄小便器

アンダーカウンター式 単水栓 床置式／汚物流しあり

AM-300V1 PTWC-GC101R1A1AWWW

仕様 大5L・小3.8L／掃除口付 抗菌 棚板：ステンレス製／本体：樹脂製 設備保護洗浄

型番 BC-P110PM・DQ-PA150PCH CF-39AK CF-AA64S U-A51AP L-2295

緊急止水弁付横水栓 洗濯機パン740サイズ種類 掃除用流し 横水栓 横水栓 シングル混合水栓 電気温水器

器具名 掃除用流し 連合流し水栓 各所流し台 洗濯機用衛生器具

型番 S-202A LF-7EZ-19 LF-7KRZ-13 SF-HB420SYXA EHPN-CB12ECS4 LF-WJ38RHQA PF-7464AC/FW1

姿
写
真

洗面・手洗い用(適温出湯）
耐震用脚／温度調節／

12Lタイプ／ウィークリータイマー
仕様 吐水口回転 エコハンドル

63（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

６－４.　衛生器具姿図（参考図）



64（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

７－１.　法規チェック表



65（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

７－１.　法規チェック表



：消火器（露出は　　）　

１階　防火避難規定チェック図

66（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

７－２.　法規チェック図



：消火器（露出は　　）　

２階　防火避難規定チェック図

67（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

７－２.　法規チェック図



：消火器（露出は　　）　

３階　防火避難規定チェック図

68（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

７－２.　法規チェック図



：消火器（露出は　　）　

４階　防火避難規定チェック図

69（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

７－２.　法規チェック図



70（仮称) 交野市立交野みらい学園  施設一体型 小中一貫校 基本設計書

７－３.　消防設備一覧表



■交野の環境特性を生かしたエコスクール

地域の環境特性から、 建物の基本性能を向上させ、 ５つのステップで環境教育にもつな

がるエコスクールを実現します。

中間期は卓越風 （北東や西南西） を活かし、 窓を積極的に開放できる計画とすることで、

有効な自然通風を促します。

日本各地の年間日照時間は、 気象台およびアメダ

スの平均値より約 1850 時間程度です。 近年の交

野市の年間日照時間は、 平均して 1996.5 時間あ

ります。 平均値を上回る日照時間を用いて太陽光

発電に活用します。

「交野の風」

「交野の日照」

敷地や計画の特徴及から、 有効性の高いエコアイテムを採用します。 設備機器は、 高効率の機器を採用するとともに、 ランニングコストを踏まえた合理的な

方式を採用します。

再生木テラス

自然換気

太陽光発電 屋上緑化

既存樹木を活かした緑陰効果エコパネルの見える化 複層ガラス

low-e ガラス

既存樹木の再利用

⼤阪府交野市（枚⽅市データ）の⽇照時間
年 年間⽇照時間
2016 1949.7
2017 1989.3
2018 2124.1
2019 1951.9
2020 1969.5

平均 1996.9
※国⼟交通省 気象庁データより

ステップ エコアイテム 検討結果 整備⽅針
遮る 屋上緑化 〇 ３階の⼤きなテラスの⼀部を緑化することで、観察緑化が可能な計画。
遮る バルコニー 〇 全ての教室の前に避難にも有効なバルコニーを設置し、安定した採光計画
遮る 複層ガラス、low-eガラス 〇 居室は複層ガラスを基本的に採⽤し、⻄⽇の影響が⼤きい窓はlow-eガラスを採⽤することで断熱性能に配慮します。
活かす ⾬⽔利⽤ 〇 まなびの森や緑地の散⽔に利⽤
活かす 緑陰効果 〇 まなびの森には、既存樹⽊を残すことで、緑陰効果のある庭を計画
活かす 再⽣⽊テラス 〇 各階に児童が出る事ができるテラスには再⽣⽊を使⽤。
活かす ライトシェルフ × 避難にも有効なバルコニーの⼨法より、太陽光の反射を有効に⽣かせる季節が少ないため⾒送り
減らす ⾼効率照明、⾼効率空調 〇 LED照明の採⽤、⾼効率空調や全熱交換器を採⽤し、消費エネルギーを抑える計画。
減らす ⾃然換気 〇 窓を各⾯に設置することで、中間期に合理的な換気を促進。
創る 太陽光発電 〇 45教室分の照明に対応する容量を設置。環境教育、災害時の補助電⼒として活⽤。
創る クールチューブ・ヒートチューブ × エコアイテムとして全熱交換器を採⽤しているため、効果が⼗分に期待できない。
⾒える モニター 〇 環境教育として、太陽光発電設備の発電量がわかるモニターを設置。

伐採する既存樹木から家具を製作

室外側ガラス

吸湿材

室内側ガラス

乾燥中空層

室外側ガラス

吸湿材

室内側ガラス

乾燥中空層

特殊金属膜
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７－４.　環境計画



■東側乗入を中心とした仮設計画

　・ 工事車両は、 南東からの乗入 （一部の大型車両は

東側） を中心とすることで幹線道路から最短で敷地

内に乗入れる計画とし、 幅員の狭い道路側への影響

を最小限とした仮設計画とします。

・ 工事エリア内への出入口には全て誘導員を配置し、

工事車両の搬出入の際の安全に配慮します。

・ 施工順序に応じて仮設範囲やクレーンの据置期間は

適切に変更し、 極力近隣への影響を少なくする仮設

計画とします。

・ 校舎棟および屋内運動場棟の足場全周に防音シート

を設置し、 工事期間中の騒音や振動に配慮した計画

とします。

屋内運動場棟校舎棟
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７－５.　仮設計画（参考図）



鉄骨建方は、RC躯体が下の階から立ち上がる順序に従って
大きく２回に分けて工事工程を計画します。
鉄骨建方は、RC躯体が下の階から立ち上がる順序に従って
大きく２回に分けて工事工程を計画します。

内部仕上は、躯体が完成した階から順次工事を行う計画とします。内部仕上は、躯体が完成した階から順次工事を行う計画とします。

外構工事は、外部足場が外された以降に
工事を行う計画とします。
外構工事は、外部足場が外された以降に
工事を行う計画とします。

■概算工事工程
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７－６.　概算工事工程



■建設概算工事費

校舎棟 13,808 ㎡ 小計（直接工事費）① 3,914,344,419

屋内運動場棟  2,066 ㎡ 小計（直接工事費）② 740,435,986

外構 小計（直接工事費）③ 240,504,190

諸経費④ 1,006,715,405

合計　①+②+③+④ 5,902,000,000

消費税（１０％） 590,200,000

合計（税込み） 6,492,200,000
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７－７.　建設概算工事費


